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十
六
世
紀
前
半
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
王
国
財
政
の
転
機

）

二
九　
（

は
じ
め
に

　

一
五
二
七
年
八
月
十
二
日
、
元
王
国
財
務
責
任
者
ジ
ャ
ッ
ク
・

ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
（
一
四
五
二
／
五
八
―
一
五
二
七
年
）
が
パ
リ
・

モ
ン
フ
ォ
ー
コ
ン
刑
場
で
絞
首
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
国
王
や
王
太

后
の
信
頼
を
得
て
、
平
民
出
身
な
が
ら
サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
卿
と
い
う

地
位
ま
で
賜
っ
た
彼
の
処
刑
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。
十
六
世
紀
を
代
表
す
る
詩
人
ク
レ
マ
ン
・
マ
ロ
は
次

の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

地
獄
の
判
官
（
パ
リ
・
シ
ャ
ト
レ
裁
判
所
刑
事
部
隊
長
）
マ

イ
ヤ
ー
ル
が
、

モ
ン
フ
ォ
ー
コ
ン
に
サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
を
つ
れ
ゆ
き
、
命
を
奪

い
し
と
き

諸
君
か
ら
み
て
、
二
人
の
う
ち
ど
ち
ら
が

立
派
な
態
度
を
保
っ
た
で
あ
ろ
う
か
？

諸
君
に
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
、

マ
イ
ヤ
ー
ル
は
死
に
と
ら
わ
れ
る
べ
き
男
に
見
え
た
し
、

サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
は
か
く
も
毅
然
た
る
老
人
で
あ
っ
た
ゆ
え
に

彼
こ
そ
判
官
を
と
ら
え
て
、
モ
ン
フ
ォ
ー
コ
ン
に

連
れ
ゆ
く
こ
と
が
正
し
き
こ
と
と
思
わ
れ（
た
）
1

。

　

百
年
戦
争
後
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
平
和
の
復
活
に
伴
い
経
済
面
で

は
「
長
期
的
好
況
」
の
時
代
に
入
り
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
治
世

（
一
五
一
五
―
四
七
年
）
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の

最
盛
期
を
迎
え
る
。
し
か
し
即
位
直
後
か
ら
、
シ
ャ
ル
ル
八
世
の

時
代
か
ら
の
イ
タ
リ
ア
を
め
ぐ
る
戦
争
、
さ
ら
に
一
五
二
一
年
以

降
は
ス
ペ
イ
ン
国
境
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
東
北
部
で
の
カ
ー
ル
五
世

と
の
戦
争
が
続
き
、
王
国
財
政
は
恒
常
的
に
危
機
に
あ
っ
た
。
ジ

ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
は
、
戦
費
調
達
に
苦
労
し
な
が
ら
も
王

四
七
三

十
六
世
紀
前
半
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
王
国
財
政
の
転
機

─
─
財
務
官
僚
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
事
例
を
通
し
て
─
─

山
内
邦
雄



史
　
　
　
学
　
第
八
七
巻
　
第
四
号

）

三
〇　
（
四
七
四

国
財
政
を
支
え
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
処
刑
さ
れ
た
の
だ
。

　

確
か
に
十
六
世
紀
以
前
に
も
、
財
政
関
係
の
高
官
が
有
罪
と
さ

れ
た
事
例
は
他
に
も
数
件
あ（
る
）
2

。
代
表
的
な
人
物
と
し
て
は
、
フ

ィ
リ
ッ
プ
四
世
の
侍
従
（cham

bellan

）
な
が
ら
財
務
責
任
者

で
も
あ
っ
た
ア
ン
ゲ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
マ
リ
ニ（
ー
）
3

、
シ
ャ
ル
ル
六
世

の
大
侍
従
（grand m

aître de France

）
と
し
て
財
政
全
般
を

監
督
し
た
ジ
ャ
ン
・
ド
ゥ
・
モ
ン
テ
ギ（
ュ
）
4

、
そ
し
て
シ
ャ
ル
ル
七

世
の
王
室
会
計
方
（argentier du roi

）
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ー

ル
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ド
ゥ
・
マ
リ
ニ
ー
は
一
三
一
五

年
絞
首
刑
に
処
せ
ら
れ
、
ド
ゥ
・
モ
ン
テ
ギ
ュ
も
一
四
〇
九
年
に

処
刑
さ
れ
た
。
し
か
し
、
政
商
で
名
高
い
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ー
ル
で

さ
え
、
大
逆
罪
、
殺
人
、
公
金
横
領
、
収
賄
、
高
利
徴
収
等
々
の

多
く
の
罪
状
で
有
罪
と
さ
れ
た
も
の
の
、
判
決
は
身
柄
拘
束
と
財

産
没
収
で
あ
り
、
国
王
へ
の
過
去
の
貢
献
と
教
皇
の
と
り
な
し
に

よ
り
死
罪
は
免
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ（
る
）
5

。
後
世
の
ル
イ
十
四
世
の
財

務
卿
（surintendant des finances

）
ニ
コ
ラ
・
フ
ー
ケ
で
さ

え
も
死
刑
で
な
く
、
国
外
追
放
（
の
ち
に
禁
固
刑
）
に
処
せ
ら
れ

た
だ
け
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
財
政
だ
け
で
な
く
政
治
的
に
も
大
き

な
権
力
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
ジ
ャ
ッ

ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
は
財
政
以
外
の
権
限
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い

な
い
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
を
死
刑
に
追
い
込
ん
だ
も
の
は
何
で
あ

っ
た
の
か
。

　

本
論
文
は
、
第
一
章
で
研
究
史
を
概
観
し
、
第
二
章
で
中
世
の

枠
組
み
を
残
す
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
治
世
初
期
の
財
政
制
度
を
考
察

し
た
後
、
第
三
章
で
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
上
昇
と
財
務

官
僚
と
し
て
の
活
躍
を
取
り
上
げ
、
第
四
章
で
彼
の
失
脚
と
背
景
、

さ
ら
に
裁
判
を
分
析
す
る
。
大
商
人
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ

が
財
務
官
僚
と
な
り
、
王
国
宮
廷
・
政
府
で
の
地
位
を
高
め
な
が

ら
、
数
年
間
の
絶
頂
期
の
後
に
失
脚
し
処
刑
さ
れ
る
ま
で
の
動
き

を
追
う
こ
と
で
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン

ス
王
国
に
お
け
る
財
政
の
変
化
、
そ
し
て
そ
の
後
の
王
国
財
政
に

与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
お
本
論
文
で

は
サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
卿
で
は
な
く
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
と
い

う
表
記
を
原
則
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
章　

研
究
史

　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
生
涯
を
た
ど
る
前
に
、
そ
の
前

提
と
な
る
フ
ラ
ン
ス
の
財
政
・
金
融
史
を
め
ぐ
る
研
究
史
に
簡
単

に
触
れ
て
お
き
た（
い
）
6

。

　

フ
ラ
ン
ス
の
財
政
・
金
融
史
研
究
は
、
一
八
三
九
年
の
バ
イ
ー

に
よ
る
『
君
主
制
の
始
ま
り
か
ら
一
七
八
六
年
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス

財
政（
史
）
7

』
を
嚆
矢
と
す
る
が
、
本
格
的
に
着
手
さ
れ
た
の
は
普
仏



十
六
世
紀
前
半
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
王
国
財
政
の
転
機

）

三
一　
（
四
七
五

戦
争
前
後
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
財
政
・
金
融
史
研

究
は
、
第
三
共
和
制
下
の
国
体
・
国
制
研
究
を
中
心
と
す
る
政
治

史
に
重
き
を
置
い
た
歴
史
研
究
の
影
響
を
受
け
、
税
制
を
主
体
と

す
る
制
度
史
研
究
が
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
ク
ラ
マ
ジ
ェ
ラ

ン
の
『
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
一
七
七
四
年
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
税
制

史
』（
一
八
六
八（
年
）
8

）
は
、
フ
ラ
ン
ス
税
制
史
研
究
の
基
礎
を
築

い
た
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
に
深
く
関
わ
る
十
六
世
紀
前
半
の
租

税
制
度
を
つ
く
っ
た
シ
ャ
ル
ル
七
世
（
在
位
一
四
二
二
―
六
一

年
）
に
よ
る
国
王
の
課
税
権
取
得
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た

租
税
制
度
の
構
築
に
よ
る
歳
入
の
増
加
と
あ
わ
せ
る
よ
う
に
、
一

六
世
紀
前
半
は
軍
事
費
を
中
心
と
し
た
歳
出
増
加
が
財
政
の
赤
字

を
も
た
ら
し
た
が
、
ヴ
ュ
ラ
ー
が
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
公
的
債

務
の
歴
史
』（
一
八
八
六（
年
）
9

）
に
お
い
て
、
カ
ウ
エ
が
『
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
公
的
信
用
の
始
ま
り
、
十
六
世
紀
の
都
市
公
債
』 

（
一
八
九
五（
年
）
10

）
に
お
い
て
、
王
国
の
た
め
に
一
五
二
二
年
に
発

行
さ
れ
た
パ
リ
市
債
を
取
り
上
げ
、
赤
字
補
填
の
た
め
の
金
融
手

法
に
焦
点
を
当
て
る
と
も
に
、
公
的
金
融
及
び
国
王
債
務
の
問
題

を
分
析
し
た
。

　

第
三
共
和
制
の
法
的
・
制
度
的
な
基
盤
形
成
が
行
わ
れ
つ
つ
あ

っ
た
十
九
世
紀
末
に
な
る
と
ジ
ャ
ッ
ク
ト
ン
が
『
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一

世
治
下
の
貯
蓄
国
庫
』（
一
八
九
四（
年
）
11

）
を
発
表
し
た
。
彼
は
フ

ラ
ン
ソ
ワ
一
世
に
よ
る
一
五
二
三
年
の
財
務
行
政
改
革
の
意
義
と

功
罪
を
分
析
し
、
そ
の
後
の
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
財
務

行
政
の
枠
組
み
構
築
に
果
た
し
た
重
要
性
を
示
し
た
。

　

二
十
世
紀
に
は
い
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
工
業
化
の
発
展
に
伴
い
金

融
の
役
割
が
増
す
と
銀
行
へ
の
関
心
が
増
し
た
。
ア
ン
シ
ァ
ン
・

レ
ジ
ー
ム
期
に
つ
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
治
世
の
財
政
赤
字

補
填
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
銀
行
家
か
ら
の
借
入
に
つ
い
て

研
究
が
な
さ
れ
た
。
ボ
ン
ゾ
ン
の
『
十
六
、
十
七
、
十
八
世
紀
に

お
け
る
リ
ヨ
ン
の
銀
行
』（
一
九
〇
二
、
一
九
〇
三（
年
）
12

）
と
ヴ
ィ

ニ
ュ
の 

『
十
五
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
お
け
る
リ
ヨ
ン
の
銀
行
』

（
一
九
〇
三（
年
）
13

）
は
、
国
王
へ
の
資
金
供
給
者
で
あ
っ
た
十
六
世

紀
リ
ヨ
ン
の
銀
行
家
た
ち
の
行
動
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

王
金
融
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
当
時
の
財
政
状
況
に
つ

い
て
は
、
一
五
二
三
年
の
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
数
値
に
基
づ

い
て
、
ド
ゥ
セ
の
『
一
五
二
三
年
度
財
務
状
況
書
』（
一
九
二

三（
年
）
14

）
が
当
時
の
王
国
財
政
の
実
態
を
分
析
し
、
そ
の
厳
し
さ
を

解
明
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ド
ゥ
セ
に
よ
る
十
六
世
期
財
政
・
金
融
研（
究
）
15

以
降
は
、

ア
ナ
ー
ル
学
派
隆
盛
の
時
代
に
な
り
、
経
済
・
社
会
史
研
究
は
発

展
す
る
が
、
人
口
、
気
候
、
物
価
、
通
貨
、
地
域
研
究
な
ど
長
期

的
動
向
に
基
づ
く
研
究
あ
る
い
は
地
域
研
究
が
主
体
と
な
り
、
財



史
　
　
　
学
　
第
八
七
巻
　
第
四
号

）

三
二　
（

政
・
金
融
に
つ
い
て
の
研
究
は
少
な
く
な
っ
た
。
そ
の
中
で
ウ
ル

フ
の
『
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
財
政
制
度
』（
一
九
七

二（
年
）
16

）
は
数
少
な
い
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

財
政
・
金
融
研
究
が
再
び
脚
光
を
浴
び
る
の
は
一
九
八
〇
年
以

降
で
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
経
済
・
財
政
省
の 

外
郭
団
体
に
よ
る
フ

ラ
ン
ス
経
済
・
金
融
史
委
員（
会
）
17

が
設
立
さ
れ
て
か
ら
で
あ
り
、
経

済
・
金
融
・
財
政
に
お
け
る
テ
ー
マ
別
、
時
代
別
あ
る
い
は
横
断

的
研
究
が
進
展
し
た
。
例
え
ば
、
ア
モ
ン
『
王
の
金か

ね

、
フ
ラ
ン
ソ

ワ
一
世
治
下
の
財
政
』（
一
九
九
四（
年
）
18

）
が
あ
る
。
数
値
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
い
財
政
文
書
を
行
政
文
書
に
よ
り
補
完

し
、
十
六
世
紀
の
財
政
に
光
を
あ
て
た
。
ま
た
ア
モ
ン
は
『
金
融

家
た
ち
―
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
高
級
財
務
官
僚
た
ち

―
』（
一
九
九
九（
年
）
19

）
に
お
い
て
十
六
世
紀
の
財
務
官
僚
群
の
実

態
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
同
委
員
会
刊
行
の
フ
ェ
リ
ク

ス
『
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
の
経
済
と
金
融
、
研
究
者
ガ
イ

ド
一
五
二
三
―
一
七
八
九
』（
一
九
九
四（
年
）
20

）
は
、
フ
ラ
ン
ス
財

政
・
金
融
史
の
文
書
お
よ
び
研
究
書
を
網
羅
的
に
提
示
し
て
お
り

研
究
の
道
標
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
論
文
に
お
け
る
研
究
対
象
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー

ヌ
お
よ
び
そ
の
処
刑
を
め
ぐ
っ
て
も
、
十
九
世
紀
の
研
究
が
主
体

で
あ
る
。
ク
レ
マ
ン
が
一
八
五
七
年
『
歴
史
上
の
三
つ
の
ド
ラ
マ
、

ア
ン
ゲ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
マ
リ
ニ
ー
、
ボ
ー
ヌ
・
ド
ゥ
・
サ
ン
ブ
ラ

ン
セ
、
騎
士
ロ
ア（
ン
）
21

』
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ

を
取
り
上
げ
、
王
お
よ
び
王
太
后
と
ボ
ー
ヌ
の
間
の
書
簡
を
分
析

し
、
権
力
者
と
奉
仕
す
る
者
と
の
関
係
に
焦
点
を
置
い
た
研
究
を

行
っ
た
。
そ
の
後
ド
ゥ
・
ボ
ワ
リ
ル
の
『
サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
と
王
国

財
政
責
任
者
』（
一
八
八
一（
年
）
22

）
が
、
フ
ラ
ン
ス
財
政
史
研
究
に

お
い
て
繰
り
返
し
議
論
と
な
る
財
政
の
最
高
責
任
者
に
使
用
さ
れ

たsurintandant/intendant/superintendant

の
肩
書
と
そ

の
役
割
と
い
う
視
点
か
ら
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
治
世
初
期
に
お
け

る
王
国
財
政
責
任
者
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
任
務
と
業
績
、

そ
し
て
失
脚
の
原
因
を
分
析
し
た
。
ま
た
王
権
を
分
析
し
た
パ
リ

は
、『
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
研
究
』（
一
八
八
五（
年
）
23

）
の
中
で
、
ジ
ャ

ッ
ク
の
失
脚
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
わ
れ
る
王
太
后
ル

イ
ー
ズ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
と
の
関
係
に
一
章
を
割
き
、
処
刑

問
題
を
ル
イ
ー
ズ
側
の
個
人
的
な
人
間
関
係
を
中
心
と
し
た
視
点

で
と
ら
え
て
い
る
。
一
方
、
ス
ポ
ン
の
『
サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
（
？
―

一
五
二
七
）、
十
六
世
紀
初
め
の
金
融
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
』（
一
八
九

五（
年
）
24

）
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
経
歴
、
王
国
財
政
に

お
け
る
そ
の
役
割
や
功
績
、
ま
た
失
脚
か
ら
処
刑
ま
で
の
彼
の
生

涯
を
軸
に
政
治
・
財
政
を
総
合
的
に
分
析
し
た
研
究
で
あ
る
。
さ

ら
に
そ
の
後
ド
ゥ
セ
が
『
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の
統
治
に
つ
い
て
の

四
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研
究
、
特
に
パ
リ
高
等
法
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
』（
一
九
二
一

年
お
よ
び
一
九
二
六（
年
）
25

）
に
お
い
て
、
サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
事
件
を
、

彼
の
行
動
と
当
時
の
慣
行
の
関
係
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た

ア
モ
ン
は
上
述
の
二
つ
の
研
究
に
お
い
て
、
財
務
官
僚
の
不
正
と

管
理
、
政
治
お
よ
び
王
権
と
の
関
係
で
論
じ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
十
六
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
財
政
・
金
融
史
研

究
は
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
史
料
不
足
も
あ
り
、
あ
ま

り
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

第
二
章　

フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
治
世
初
期
の
王
国
財
政
制
度

　

で
は
戦
争
に
明
け
暮
れ
る
一
方
で
、
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
城

を
築
き
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
招
く
な
ど
一
見
華
麗
な

王
政
を
築
い
た
か
に
見
え
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
治
世
の
王
国
財
政

は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
一
節　

租
税
制（
度
）
26

　

フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
即
位
時
の
税
制
は
、
ジ
ャ
ン
二
世
（
在
位
一

三
五
〇
―
六
四
年
）、
租
税
の
父
と
呼
ば
れ
た
シ
ャ
ル
ル
五
世

（
在
位
一
三
六
四
―
八
〇
年
）、
そ
し
て
シ
ャ
ル
ル
六
世
（
在
位
一

三
八
〇
―
一
四
二
二
年
）
を
経
て
、
シ
ャ
ル
ル
七
世
（
在
位
一
四

二
二
―
六
一
年
）
の
治
世
に
お
い
て
構
築
さ
れ
た
制
度
と
基
本
的

に
同
じ
で
あ
る
。
国
王
の
財
政
基
盤
は
、
こ
の
時
期
の
当
初
に
お

い
て
は
他
の
封
建
領
主
同
様
、
自
分
の
領
地
か
ら
の
収
入
で
あ
り
、

直
接
課
税
は
戦
時
に
お
い
て
援
助
金
と
し
て
臨
時
に
認
め
ら
れ
て

い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
十
三
世
紀
末
以
降
王
権
伸
長
に
伴
っ

て
官
僚
機
構
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
行
政
費
が
増
加
す
る
と
と

も
に
、
軍
備
と
戦
争
遂
行
費
用
が
増
大
し
た
た
め
、
王
領
収
入
だ

け
で
は
足
り
ず
租
税
賦
課
の
必
要
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

ジ
ャ
ン
二
世
治
世
の
一
三
五
五
年
十
二
月
、
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
地

方
三
部
会
に
お
い
て
価
格
一
リ
ー
ヴ
ル
あ
た
り
三
〇
分
の
一
に
あ

た
る
八
ド
ゥ
ニ
エ
の
商
品
税
（ayde ou im

position

）
お
よ
び

塩
税
（gabelle sur le sel

）
が
戦
費
調
達
の
た
め
に
承
認
さ
れ
、

以
後
国
王
に
よ
る
課
税
は
三
部
会
の
承
認
に
よ
り
更
新
を
繰
り
返

し
な
が
ら
恒
常
化
し
て
い
っ
た
。
す
こ
し
遅
れ
て
一
三
五
六
年
三

月
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
地
方
三
部
会
に
お
い
て
、
商
品
税
と
戸
別
税

（fouage

）
が
承
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
一
三
五

六
年
九
月
に
英
国
軍
に
よ
り
捕
虜
と
な
っ
た
ジ
ャ
ン
二
世
の
身
代

金
が
、
一
三
六
〇
年
五
月
ブ
レ
テ
ィ
ニ
ー
条
約
に
よ
り
決
定
し
た

こ
と
で
あ
る
。
総
額
は
三
〇
〇
万
エ
キ
ュ
に
の
ぼ
り
、
同
年
十
月

に
六
〇
万
エ
キ
ュ
、
残
額
は
毎
年
四
〇
万
エ
キ
ュ
を
六
年
間
に
わ

た
り
分
割
で
支
払
う
と
定
め
ら
れ
た
。
身
代
金
支
払
い
の
財
源
と

し
て
、
一
三
六
〇
年
十
二
月
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
で
は
商
品
税
、
塩
税
、

四
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ワ
イ
ン
等
飲
料
税
が
徴
収
さ
れ
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
セ
ネ
シ
ャ

ル
管
区
ご
と
に
商
品
税
の
代
わ
り
に
同
税
に
等
し
い
課
税
額
が
割

当
て
ら
れ
徴
収
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
三
六
三
年
十
二
月
ラ
ン
グ
ド

イ
ル
地
方
三
部
会
の
同
意
を
得
て
、
戸
別
税
と
商
品
税
が
課
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
商
品
税
に
よ
る
間
接
税
は
国
王
身
代
金
に
充
当

し
、
直
接
税
は
戸
別
税
の
形
を
と
り
戦
費
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

一
三
六
九
年
十
二
月
パ
リ
で
の
全
国
三
部
会
に
お
い
て
、
商
品

価
格
一
リ
ー
ヴ
ル
あ
た
り
二
〇
分
の
一
に
あ
た
る
一
二
ド
ゥ
ニ
エ

の
商
品
税
、
ワ
イ
ン
等
飲
料
に
対
し
て
は
価
格
の
一
三
分
の
一
の

卸
売
税
と
四
分
の
一
の
小
売
税
が
課
せ
ら
れ
、
戸
ご
と
に
都
市
で

は
六
フ
ラ
ン
、
農
村
で
は
二
フ
ラ
ン
の
戸
別
税
が
期
限
を
設
け
ら

れ
ず
に
徴
せ
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
戸
別
税
を
中
心
と
す

る
直
接（
税
）
27

と
商
品
税
を
中
心
と
す
る
間
接
税
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
王

国
の
租
税
の
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
三
八
〇
年
九
月
シ
ャ
ル
ル
五
世
は
臨
終
の
床
で

戸
別
税
の
廃
止
を
命
じ
、
後
継
の
シ
ャ
ル
ル
六
世
は
同
年
十
一
月
、

ラ
ン
グ
ド
イ
ル
地
方
三
部
会
の
圧
力
の
下
で
す
べ
て
の
租
税
廃
止

を
宣
言
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
租
税
収
入
の
な
い
状
況
に
王

国
財
政
が
も
は
や
耐
え
ら
れ
る
は
ず
も
な
く
、
一
三
八
二
年
一
月
、

王
は
租
税
の
う
ち
、
価
格
の
五
％
の
商
品
税
、
ワ
イ
ン
等
飲
料
税
、

塩
税
の
課
税
再
開
を
宣
言
し
、
同
年
二
月
か
ら
の
徴
税
を
命
じ
た
。

だ
が
戸
別
税
は
シ
ャ
ル
ル
六
世
在
世
中
に
は
復
活
さ
れ
な
か
っ
た
。

加
え
て
、
一
四
一
八
年
以
降
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
ジ
ャ
ン
無
畏
公

が
自
ら
支
配
す
る
パ
リ
及
び
北
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
商
品
税
の
徴

収
を
廃
止
し
た
こ
と
に
対
抗
す
る
た
め
、
王
太
子
シ
ャ
ル
ル
も
自

分
の
領
地
で
は
商
品
税
の
徴
収
を
行
っ
て
い
な
か
っ（
た
）
28

。

　

一
四
二
二
年
王
太
子
は
シ
ャ
ル
ル
七
世
と
し
て
即
位
し
た
（
戴

冠
式
は
一
四
二
九
年
七
月
）
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
英
国
と
の
百
年
戦

争
の
さ
な
か
で
あ
り
、
パ
リ
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
、
ボ
ル
ド
ー
お
よ

び
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
が
ま
だ
英
国
占
領
下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼

は
地
方
三
部
会
（
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
）
お
よ
び
全

国
三
部
会
を
巧
み
に
操
作
し
、
援
助
税
（aid （e

）
29

）、
あ
る
い
は
御

用
金
（subside

）
の
名
で
必
要
な
資
金
を
徴
収
し
て
い
っ
た
。

一
四
一
三
年
の
全
国
三
部
会
以
降
、
地
方
三
部
会
が
開
催
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
は
一
四
二
三
年
三
月
ブ
ー
ル
ジ
ュ
で

地
方
三
部
会
を
開
催
し
、
タ
イ
ユ
の
形
で
の
援
助
税
を
一
〇
〇
万

フ
ラ
ン
、
二
四
年
五
月
金
額
不
明
な
が
ら
御
用
金
提
供
に
賛
成

し（
た
）
30

。

　

一
方
、
一
四
一
八
年
に
地
方
三
部
会
が
再
開
さ
れ
て
い
た
ラ
ン

グ
ド
ッ
ク
は
援
助
税
に
賛
成
し
、
一
四
一
八
年
の
一
〇
万
リ
ー
ヴ

ル
以
降
、
二
一
年
、
二
二
年
、
二
三
年
に
各
々
二
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
、

四
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一
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
、
二
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
を
提
供
し（
た
）
31

。
そ
の
後
も
、

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
、
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
は
別
個
に
地
方
三
部
会
、
あ
る

い
は
と
も
に
全
国
三
部
会
を
開
催
し
、
援
助
税
に
よ
る
支
援
に
賛

成
投
票
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
一
四
二
八
年
十
月
に
は
、
フ
ラ

ン
ス
中
部
の
シ
ノ
ン
に
全
国
三
部
会
が
召
集
さ
れ
、
ラ
ン
グ
ド
イ

ル
が
五
〇
％
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
と
ド
ー
フ
ィ
ネ
が
残
り
五
〇
％
を

負
担
し
て
、
御
用
金
四
〇
万
フ
ラ
ン
を
提
供
す（
る
）
32

こ
と
に
同
意
し

た
。
さ
ら
に
「
何
人
も
援
助
税
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た

だ
し
、
別
の
形
で
貢
献
す
る
聖
職
者
、
軍
務
に
従
事
す
る
貴
族
、

あ
る
い
は
身
体
障
碍
の
た
め
軍
務
に
従
事
で
き
な
い
貴
族
、
学
位

取
得
の
た
め
学
問
す
る
正
規
の
学
生
、
国
王
貨
幣
鋳
造
所
の
永
年

勤
続
工
、
貧
者
・
物
乞
い
は
除
く
」
と
決
議
し（
た
）
33

。

　

一
四
三
六
年
二
月
、
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
地
方
三
部
会
は
、
前
年
九

月
に
フ
ラ
ン
ス
国
王
と
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た

ア
ラ
ス
和
約
を
批
准
す
る
と
と
も
に
、
商
品
税
課
税
の
賛
成
決
議

を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
月
二
十
八
日
王
国
内
で
売
買
さ

れ
る
商
品
、
食
料
品
、
ワ
イ
ン
等
へ
の
課
税
を
行
う
と
の
王
令
が

発
布
さ
れ
、
食
料
品
と
商
品
は
売
り
手
、
買
い
手
と
も
価
格
一

リ
ー
ヴ
ル
あ
た
り
一
二
ド
ゥ
ニ
エ
を
支
払
う
が
、
価
格
が
五
ソ
ル

以
下
は
免
除
し
、
小
売
り
ワ
イ
ン
お
よ
び
そ
の
他
飲
料
は
価
格
一

リ
ー
ヴ
ル
あ
た
り
三
〇
ド
ゥ
ニ
エ
を
支
払
う
こ
と
と
定
め
ら
れ（
た
）
34

。

こ
こ
に
一
四
一
八
年
以
来
途
絶
え
て
い
た
間
接
税
で
あ
る
商
品
税

（aide

）
が
復
活
し
た
の
で
あ
る
。
同
王
令
は
税
の
適
用
期
限
を

定
め
て
い
な
か
っ
た
が
、
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
地
方
三
部
会
は
こ
れ
を

そ
の
ま
ま
批
准
し
、
一
方
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
地
方
三
部
会
は
一
四
三

七
年
か
ら
三
九
年
の
三
年
間
に
限
る
と
の
条
件
で
批
准
し（
た
）
35

。
し

か
し
、
そ
の
後
も
三
部
会
に
諮
る
こ
と
な
く
徴
収
は
継
続
さ
れ
、

国
王
は
商
品
税
の
課
税
権
を
掌
中
の
も
の
と
し
た
。

　

一
四
三
九
年
シ
ャ
ル
ル
七
世
は
オ
ル
レ
ア
ン
に
全
国
三
部
会
を

召
集
し
、
領
主
私
兵
軍
を
解
散
さ
せ
、
そ
の
財
源
と
し
て
領
主
が

徴
収
し
て
い
た
タ
イ
ユ
を
廃
止
し
、
平
和
維
持
と
対
外
防
衛
の
た

め
の
国
王
に
よ
る
常
備
軍
保
有
と
租
税
の
恒
常
化
を
提
案
し
、
全

国
三
部
会
の
承
認
を
得
た
。
一
四
三
九
年
王
令
は
「
タ
イ
ユ
は
王

権
の
み
が
徴
収
す（
る
）
36

」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
期
限
に
つ
い
て
は

何
も
触
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
も
国
王
は
タ
イ
ユ
を
徴
収
し
続
け
、

暗
黙
の
う
ち
に
直
接
課
税
権
を
獲
得
し
た
。

　

結
局
シ
ャ
ル
ル
七
世
は
、
百
年
戦
争
末
期
の
困
難
な
時
期
に
お

い
て
、
こ
れ
以
降
三
部
会
の
投
票
を
経
ず
に
、
王
国
財
政
の
柱
と

な
る
、
直
接
税
で
あ
る
タ
イ
ユ
と
間
接
税
で
あ
る
商
品
税
の
課
税

権
を
な
し
崩
し
的
に
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
塩
税
、

平
民
に
よ
る
封
地
取
得
税
（fran-fief

）、
永
代
所
有
権
取
得
税

（droit d’am
ortissem

ent

）、
外
国
人
死
亡
時
の
財
産
没
収
税

四
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（droit d’aubaine

）、
庶
出
税
（droit de bâtard

）、
聖
職
者
に

対
す
る
十
分
の
一
税
（décim

e

）、
通
行
税
（péage

）、
関
税
等

も
国
王
が
掌
握
し
た
。
以
後
ル
イ
十
一
世
（
在
位
一
四
六
一
―
八

三
年
）、
シ
ャ
ル
ル
八
世
（
在
位
一
四
八
三
―
九
八
年
）、
ル
イ
十

二
世
（
在
位
一
四
九
八
―
一
五
一
五
年
）
の
時
代
を
経
て
、
フ
ラ

ン
ソ
ワ
一
世
も
こ
の
租
税
制
度
の
下
で
治
世
を
開
始
す
る
。

第
二
節　

財
務
行
政
制
度

　

税
を
徴
収
す
る
財
務
行
政
に
関
し
て
は
、
領
地
財
政
は
経
常
会

計
（finances ordinaires

）
に
、
課
税
財
政
は
特
別
会
計
（fi-

nances extraordinaires

）
に
区
分
さ
れ
た
。
徴
税
は
原
則
的

に
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
、
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
、
ウ
ト

ル
＝
セ
ー
ヌ
＝
エ
＝
ヨ
ン
ヌ
の
四
総
徴
税
管
区
（généralité

）

に
分
け
て
行
わ
れ
、
四
人
の
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
（trésorier de 

France

）
が
経
常
会
計
を
、
四
人
の
財
務
総
官
（général des 

finances

）
が
特
別
会
計
を
所
管
し
、
情
勢
の
変
化
に
よ
り
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
、
ミ
ラ
ノ
等
の
総

徴
税
管
区
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
下
に
徴
税
区
（élection

）
が
置

か
れ
た
。

　

財
務
官
僚
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
と
財
務
総

官
が
命
令
者
（ordonnateur

）
と
し
て
最
上
位
に
位
置
し
、

«M
essieurs des finances» 

と
総
称
さ
れ
た
。
そ
の
下
に
経
常

会
計
で
は
全
国
で
一
名
の
王
領
会
計
官
（changeur du tré-

sor

）
が
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
各
総
徴
税
管
区
に
一
名
、
計

四
名
の
総
収
税
官
（receveur général

）
が
配
置
さ
れ
、
各
々

王
領
収
入
と
租
税
の
徴
収
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
国
王
お
よ
び
フ

ラ
ン
ス
財
務
官
や
財
務
総
官
の
命
令
に
よ
る
支
払
い
を
行
っ
て
い

た
。
彼
ら
は
会
計
官
（com

ptable

）
と
も
呼
ば
れ
、
王
領
会
計

官
は
パ
リ
に
常
駐
し
、
総
収
税
官
は
管
区
の
首
邑
（
ト
ゥ
ー
ル
、

パ
リ
、
モ
ン
ペ
リ
エ
、
ル
ー
ア
ン
）
に
駐
在
し
た
。
実
際
の
徴
収

に
は
、
徴
税
区
ご
と
に
収
税
官
（receveur ordinaire

）
が
あ

た
っ
た
が
、
特
別
会
計
で
は
徴
税
区
ご
と
に
課
税
の
配
分
と
租
税

関
係
訴
訟
を
担
当
す
る
徴
税
区
長
（élu

）
が
常（
駐
）
37

し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
財
務
官
と
財
務
総
官
は
、
財
政
に
関
す
る
国
王
の
下

問
に
対
応
す
べ
く
、
巡
察
時
以
外
は
常
に
宮
廷
で
侍
し
て
い（
た
）
38

。

彼
ら
に
と
っ
て
所
管
管
区
に
お
け
る
徴
税
・
徴
収
、
ま
た
下
僚
の

管
理
等
、
い
わ
ば
管
理
職
と
し
て
の
任
務
の
他
に
、
財
政
状
況
書

（état des finances

）
を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
な
任
務
で
あ
っ

た
。
財
政
状
況
書
は
、
毎
年
一
月
に
各
所
管
総
徴
税
管
区
の
歳

出
・
歳
入
見
込
額
を
集
計
し
て
作
成
さ
れ
、
王
の
裁
可
を
仰
い（
だ
）
39

。

財
政
運
営
は
こ
の
財
政
状
況
書
に
よ
り
行
わ
れ
、
状
況
書
に
計
上

さ
れ
た
歳
出
は
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
が
王
領
会
計
官
に
あ
て
た
支
払

四
八
〇
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命
令
に
よ
り
、
あ
る
い
は
財
務
総
官
が
総
収
税
官
に
あ
て
た
支
払

命
令
に
よ
り
支
払
わ
れ
、
財
政
状
況
書
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い
歳

出
に
つ
い
て
は
別
途
国
王
の
支
払
命
令
書
が
発
行
さ
れ
た
。

　

一
方
徴
収
し
た
資
金
は
、
原
則
的
に
王
領
会
計
官
お
よ
び
総
収

税
官
の
手
元
に
置
か
れ
、
各
総
徴
税
管
区
の
費
用
を
賄
い
、
国
王

宮
廷
と
政
府
の
資
金
は
中
央
か
ら
の
要
求
に
基
づ
き
地
方
か
ら
送

金
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
章　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
生
涯
と
財
務

官
僚
と
し
て
の
活
躍

第
一
節　

出
自
と
経
歴

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
機
構
の
中
で
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ

は
ど
の
よ
う
に
し
て
立
身
出
世
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
彼
の

出
自
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

　

ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
家
の
出
自
は
は
っ
き
り
し
な
い（
が
）
40

、
ジ
ャ
ッ
ク

の
祖
父
は
、
貨
幣
総
監
督
官
（général m

aître des m
onnaies 

du roi

）
を
務
め
、
父
ジ
ャ
ン
（
一
四
八
〇
年
没
）
は
一
四
五
四

年
に
ヴ
ァ
ロ
ア
家
傍
系
の
ア
ン
グ
レ
ー
ム
公
家
の
御
用
達
商
人
と

し
て
名
前
が
初
出（
し
）
41

、
十
年
後
に
は
ル
イ
十
一
世
の
経
済
活
動
に

か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
史
料
で
確
認
で
き
る
。
織

物
、
特
に
イ
タ
リ
ア
製
絹
織
物
や
銀
器
を
取
り
扱
い
、
さ
ら
に
レ

ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
に
も
関
係
し
、
王
室
、
ア
ン
グ
レ
ー
ム
公
家
、
オ

ル
レ
ア
ン
公
家
に
出
入
り
す
る
王
国
内
大
商
人
の
一
人
と
な
り
、

一
四
七
一
年
に
ト
ゥ
ー
ル
市
長
に
就
任
し
た
。
彼
に
は
、
ジ
ャ
ッ

ク
の
ほ
か
に
二
人
の
息
子
と
六
人
の
娘
が
お
り
、
息
子
の
一
人
は

修
道
士
と
な
り
、
も
う
一
人
の
ギ
ヨ
ー
ム
は
パ
リ
通
貨
院
部
長

（général des m
onnaie （s

）
42

）、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
公
家
の
会
計
官
、

ト
ゥ
ー
ル
市
長
を
歴
任
し
た
。

　

ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
家
は
有
力
者
と
閨
閥
を
形
成
し
た
。
ギ
ヨ
ー
ム

と
ジ
ャ
ッ
ク
は
ト
ゥ
ー
ル
市
長
な
ど
を
歴
任
し
た
ジ
ャ
ン
・
ル
ゼ

の
娘
た
ち
と
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
た
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
姉
た
ち
も
ト

ゥ
ー
ル
市
長
、
徴
税
区
長
、
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
な
ど
在
地
の
有
力

者
に
嫁
い
だ
。
特
に
妹
の
カ
ト
リ
ー
ヌ
は
土
地
の
名
門
ブ
リ
ソ
ネ

家
の
ジ
ャ
ン
・
ブ
リ
ソ
ネ
と
、
ラ
オ
レ
ッ
ト
（
一
四
九
〇
年
頃

没
）
は
ジ
ャ
ン
の
甥
ギ
ヨ
ー
ム
・
ブ
リ
ソ
ネ
と
結
婚
し
た
。
こ
の

結
婚
が
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
こ

と
に
な
る
。

　

こ
の
ブ
リ
ソ
ネ
家
も
や
は
り
ト
ゥ
ー
ル
の
商
人
出
身
で
、
シ
ャ

ル
ル
七
世
か
ら
ル
イ
十
二
世
の
治
世
に
お
い
て
財
務
官
僚
を
含
む

多
く
の
高
官
が
こ
の
ブ
リ
ソ
ネ
家
か
ら
輩
出
し
た
。
特
に
シ
ャ
ル

ル
八
世
治
世
に
お
い
て
、
ピ
エ
ー
ル
（
？
―
一
五
〇
九
年
）
と
ギ

ヨ
ー
ム
の
兄
弟
は
財
務
官
僚
や
国
王
顧
問
と
し
て
国
王
の
厚
い
信

四
八
一
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頼
を
得
た
。
ピ
エ
ー
ル
は
、
ト
ゥ
ー
ル
市
長
、
会
計
院
首
席
監
査

官
（m

aître des Com
ptes

）、
国
王
会
計
方
、
国
王
公
証
人
・

秘
書
役
（notaire et secrétaire du roi

）
等
を
歴
任
し
た
後
、

一
四
九
三
年
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
財
務
総
官
、
一
四
九
五
年
に
ラ
ン
グ

ド
イ
ル
財
務
総
官
に
就
任
し
た
。
さ
ら
に
弟
の
ギ
ヨ
ー
ム
（
一
四

四
五
―
一
五
一
四
年
）
は
、
国
王
秘
書
役
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
財
務

総
官
を
歴
任
、«surintendan （t

）
43»

と
呼
ば
れ
、
王
国
財
政
責
任
者

と
し
て
財
政
面
の
権
力
を
握
っ
た
。
ラ
オ
レ
ッ
ト
亡
き
あ
と
聖
職

に
入
っ
て
サ
ン
マ
ロ
司
教
（
在
任
一
四
九
三
―
一
五
一
四
年
）、

枢
機
卿
（
在
任
一
四
九
五
―
一
五
一
四
年
）、
ラ
ン
ス
大
司
教

（
在
任
一
四
九
七
―
一
五
〇
七
年
）、
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
大
司
教
（
在
任

一
五
〇
七
―
一
四
年
）、
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
デ
・
プ
レ
修
道

院
長
（
在
任
一
五
〇
四
―
〇
七
年
）
と
な
り
、
財
政
の
み
な
ら
ず

外
交
・
政
治
に
お
い
て
も
国
王
側
近
と
し
て
権
勢
を
ふ
る
っ（
た
）
44

。

　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
自
身
は
、
ジ
ャ
ン
・
ル
ゼ
と
や
は

り
ト
ゥ
ー
ル
の
名
門
ベ
ル
テ
ロ
家
の
娘
ジ
ロ
ン
ヌ
と
の
間
に
生
ま

れ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ル
ゼ
と
結
婚
し
三
男
二
女
を
儲
け
た
。
娘
た
ち

は
財
務
官
僚
と
貴
族
に
嫁
ぎ
、
長
男
ギ
ヨ
ー
ム
は
父
と
同
じ
よ
う

に
財
務
官
僚
の
道
へ
進
み
、
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
を
務
め
た
ジ
ャ

ン
・
コ
テ
ロ
ー
の
娘
と
結
婚
し
、
二
男
マ
ル
タ
ン
は
ト
ゥ
ー
ル
大

司
教
（
在
任
一
五
一
九
―
二
七
年
）
と
な
り
、
三
男
ジ
ャ
ッ
ク
は

財
務
官
僚
を
経
て
ヴ
ァ
ン
ヌ
司
教
（
在
任
一
五
〇
四
―
一
一
年
）

に
就
い
た
。
こ
の
よ
う
に
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
家
と
ブ
リ
ソ
ネ
家
は
財

務
官
僚
と
の
婚
姻
に
よ
り
閨
閥
を
形
成
し
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
治

世
初
期
の
一
五
二
三
年
に
お
け
る
十（
人
）
45

の
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
お
よ

び
財
務
総
官
の
う
ち
実
に
八
人
が
、
ブ
リ
ソ
ネ
お
よ
び
ド
ゥ
・

ボ
ー
ヌ
の
血
族
・
姻
戚
で
あ
っ
た
（
表
1
参
照
）。
ジ
ャ
ッ
ク
・

ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
は
そ
の
長
と
し
て
派
閥
と
力
を
引
き
継
ぎ
、
彼
を

中
心
に
王
国
財
政
は
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
は
、
父
や
兄
と
お
な
じ
よ
う
に
商

業
と
銀
行
業
務
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
四
九
一
年
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ

女
公
ア
ン
ヌ
・
ド
ゥ
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
が
国
王
シ
ャ
ル
ル
八
世
と

結
婚
し
王
妃
と
な
っ
た
後
に
、
彼
女
の
財
務
総
官
（trésorier 

général de la duchesse A
nne

）
に
任
命
さ
れ
た
。
彼
は
財
務

管
理
だ
け
で
な
く
自
ら
の
資
金
で
ア
ン
ヌ
・
ド
ゥ
・
ブ
ル
タ
ー
ニ

ュ
を
援
助
し
、
彼
女
も
こ
れ
を
多
と
し
国
王
シ
ャ
ル
ル
八
世
の
恩

寵
が
彼
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
計
ら
っ
た
。
一
四
九
五
年
、
ジ

ャ
ッ
ク
は
ア
ン
ヌ
・
ド
ゥ
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
財
務
総
官
職
を
三

男
に
引
き
継
ぎ
、
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
リ
ソ
ネ
の
後
任
と
し
て
一
四
九

五
年
十
一
月
か
ら
十
二（
月
）
46

に
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
財
務
総
官
と
な
り
、

財
務
官
僚
の
最
高
位
で
あ
る
八
人
の
一
人
と
な
っ
た
。
ラ
ン
グ
ド

ッ
ク
財
務
総
官
就
任
後
も
、
ジ
ャ
ッ
ク
は
シ
ャ
ル
ル
八
世
の
後
継

四
八
二
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王
で
あ
る
ル
イ
十
二
世
と
再
婚
し
た
ア
ン
ヌ
・
ド
ゥ
・
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
の
た
め
に
行
動
し
、
さ
ら
に
信
任
を
厚
く
し
た
。
例
え
ば
、

一
四
九
九
年
一
月
に
は
、
ア
ン
ヌ
・
ド
ゥ
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
と
ル

イ
十
二
世
の
結
婚
契
約
の
調
印
式
に
も
出
席（
し
）
48

、
ま
た
ア
ン
ヌ
・

ド
ゥ
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
は
シ
ャ
ル
ル
八
世
と
の
結
婚
に
よ
っ
て
奪

わ
れ
て
い
た
自
領
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
公
領
の
財
政
自
主
権
を
ル
イ
十

二
世
と
の
再
婚
に
際
し
取
り
戻
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
関
し
て
一

五
〇
二
年
国
王
の
意
思
を
パ
リ
会
計
院
に
伝
達
し
た
の
も
ジ
ャ
ッ

ク
で
あ
っ（
た
）
49

。
さ
ら
に
彼
は
国
王
の
宮
廷
移
動
に
も
随
行
し
、
時

に
は
国
王
に
従
い
遠
征
先
の
イ
タ
リ
ア
ま
で
行
っ
て
い
る
。
ア
ン

ヌ
・
ド
ゥ
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
は
ト
ゥ
ー
ル
に
あ
る
彼
の
邸
宅
に
一

四
九
七
年
十
二
月
と
一
五
〇
〇
年
十
一
月
の
二
度
も
宿
泊
す
る
栄

誉
を
彼
に
与
え
て
い（
る
）
50

。

　

ジ
ャ
ッ
ク
が
就
任
し
た
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
財
務
総
官
は
リ
ヨ
ネ
、

フ
ォ
レ
、
ボ
ー
ジ
ョ
レ
、
ド
ー
フ
ィ
ネ
お
よ
び
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
を

含
む
広
大
な
地
域
を
所
管
し
た
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
は
毎
年
巡
察
す
る

と
と
も
に
地
方
三
部
会
等
の
諸
会
議
を
主
宰
し
た
。
所
管
地
方
は
、

各
々
歴
史
的
、
地
勢
的
な
特
殊
性
を
有
し
、
国
王
や
中
央
政
府
ひ

い
て
は
財
務
総
官
に
対
す
る
姿
勢
も
異
な
っ
て
お
り
、
発
生
す
る

諸
問
題
へ
の
対
応
は
難
し
か
っ
た
が
、
彼
は
問
題
の
解
決
に
プ
ラ

グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
手
腕
と
力
量
を
見
せ
、
政
府
内
の
評
価
を
高
め

四
八
三

表 1　1523 年当時のフランス財務官および財務総官（47）

氏名 役職（在任期間） ブリソネ家／ボーヌ家との関係

Jehan Cottereau フランス財務官（ラングドック
1506-28 年）

ジャック・ドゥ・ボーヌの長男ギ
ヨームが女婿

Philbert Babou 同上（ラングドイル 1521-45 年） なし

Florimond Robertet 同上（ノルマンディ 1501-26 年） 息子がピエール・ブリソネの孫娘と
結婚

Pierre Legendre 同上（ウトル＝セーヌ＝エ＝ヨン
ヌ 1504-25 年）

ピエール・ブリソネの女婿

Jean Poncher 財務総官（ラングドック 1522-27
年）

ジャック・ドゥ・ボーヌの姪（ジャッ
クの姉とジャン・ブリソネ（ピエー
ル・ブリソネの叔父）の娘）と結婚

Guillaume de Beaune 同上（ラングドイル 1516-27 年） ジャック・ドゥ・ボーヌの長男

Thoma Bohier 同上（ノルマンディ 1493-1524 年） ギヨーム・ブリソネとジャック・ド
ゥ・ボーヌ姉の女婿

Morlet de Museau 同上（ウトル＝セーヌ＝エ＝ヨン
ヌ 1522-28 年）

ピエール・ブリソネの女婿

Raoul Hurault 同上（ブルゴーニュ 1515-28 年、
ブロワ 1520？-1528 年）

ジャック・ドゥ・ボーヌの女婿

Pierre d’Apestéguy 同上（ギュイエンヌ 1523？-1525 年） なし



史
　
　
　
学
　
第
八
七
巻
　
第
四
号

）

四
〇　
（
四
八
四

た
。
一
五
〇
九
年
か
ら
一
〇
年
は
、
彼
の
経
歴
に
お
い
て
飛
躍
期

と
な
っ
た
。
一
五
〇
九
年
四
月
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
財
務
総
官
ピ
エ
ー

ル
・
ブ
リ
ソ
ネ
が
、
イ
タ
リ
ア
へ
の
途
次
リ
ヨ
ン
で
急
死
し
た
た

め
、
ジ
ャ
ッ
ク
は
臨
時
代
行
と
し
て
兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
、
翌

年
一
月
正
式
に
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
財
務
総
官
と
し
て
発
令
さ
れ
、

「
騎
士
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
財
務
総
官

は
経
験
豊
富
な
人
物
が
務
め
、
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
・
財
務
総
官
社

団
の
団
長
と
見
做
さ
れ
る
地
位
で
あ
り
、
い
わ
ば
財
務
官
僚
の
頂

点
に
立
っ
た
と
言
え
る
。

　

だ
が
彼
が
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
財
務
総
官
と
な
っ
た
一
五
〇
九
年
以

降
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
は
変
転
し
た
。
一
五
〇

八
年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
対
抗
す
べ
く
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
十
二
世
、

教
皇
ユ
リ
ウ
ス
二
世
、
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
、
ア
ラ
ゴ
ン

王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
二
世
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
カ
ン
ブ
レ
ー
同
盟
は
、

一
五
一
一
年
十
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
勢
力
拡
大
を
恐
れ
る
ユ
リ
ウ

ス
二
世
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
敵
対
す
る
神
聖
同
盟
（
教
皇
庁
、

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
、
ア
ラ
ゴ
ン
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ス
イ
ス
に
よ

っ
て
結
成
さ
れ
、
十
一
月
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
参
加
）
に
変
じ
、

一
五
一
二
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
ヘ
ン
リ
八
世
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
二

世
が
フ
ラ
ン
ス
に
宣
戦
を
布
告
し
た
。
当
初
フ
ラ
ン
ス
軍
は
教

皇
・
ア
ラ
ゴ
ン
軍
に
勝
利
し
た
が
、
ミ
ラ
ノ
を
ス
フ
ォ
ル
ツ
ア
家

に
奪
回
さ
れ
て
し
ま
う
。
一
五
一
三
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
と
ア
ラ
ゴ

ン
の
休
戦
が
締
結
さ
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
軍
は
六
月
に
ス
イ
ス
軍

に
、
八
月
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
軍
に
敗
北
し
、
ト
ゥ
ル
ネ
ー
を
奪
わ

れ
た
。
さ
ら
に
九
月
に
は
ス
イ
ス
軍
が
デ
ィ
ジ
ョ
ン
を
包
囲
す
る

な
ど
混
乱
状
態
に
陥
る
が
、
一
五
一
四
年
ヘ
ン
リ
八
世
と
の
講
和

が
成
立
し
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
落
ち
つ
き
が
戻
っ
た
。
こ
の
間
軍
事

費
の
増
加
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
財
政
当
局
は
歳
入
増
に
努
め
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
一
四
九
七
年
の
タ
イ
ユ
に
よ
る
税
収
が
総
額

二
一
一
万
五
千
リ
ー
ヴ
ル
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
一
五
一
四
年
に

は
三
三
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
に
上
っ（
た
）
51

。
さ
ら
に
聖
職
者
課
税
や
、
官

職
者
か
ら
の
強
制
借
り
上
げ
な
ど
を
実
施
し
た
が
、
一
五
一
五
年

一
月
一
日
ル
イ
十
二
世
は
一
四
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
の
債
務
を
残
し（
て
）
52

死
去
し
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の
治
世
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
国
王
は
即
位
す
る
と
、
イ
タ
リ
ア
戦
争
の
継
続
を
決
め
、
戦

費
調
達
に
あ
た
る
前
王
治
世
の
財
務
官
僚
全
員
に
そ
の
任
務
継
続

を
認
め
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
も
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
財
務
総

官
の
任
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
は
ミ
ラ

ノ
奪
回
の
た
め
出
陣
し
、
王
太
后
ル
イ
ー
ズ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ

を
摂
政
と
し
た
。
ジ
ャ
ッ
ク
は
摂
政
に
仕
え
、
顧
問
会
議
に
も
出

席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
戦
い
で
勝
利
し
、
教

皇
レ
オ
十
世
と
の
間
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
政
教
協
約
の
草
案
に
合
意
し
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た
国
王
が
一
五
一
六
年
に
帰
国
し
た
後
、
ジ
ャ
ッ
ク
は
国
権
の
最

高
機
関
で
あ
る
国
王
顧
問
会
議
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼

は
ル
イ
十
二
世
の
王
妃
ア
ン
ヌ
・
ド
ゥ
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
時
と

同
様
に
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の
王
太
后
ル
イ
ー
ズ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ

ォ
ワ
の
嫁
資
の
管
理
も
委
託
さ
れ
、
彼
女
個
人
の
財
務
総
官
（gé-

néral des finances
）
の
肩
書
き
を
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
彼
女
か

ら
サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
男
爵
領
を
授
け
ら
れ
、
以
後
彼
は
サ
ン
ブ
ラ
ン

セ
卿
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
が
先
王
の
治
世
か
ら

播
い
て
き
た
種
が
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
先
王
ル
イ
十
二
世
の

宮
廷
に
お
い
て
、
王
妃
ア
ン
ヌ
・
ド
ゥ
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
と
王
位

継
承
権
の
あ
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ダ
ン
グ
レ
ー
ム
（
の
ち
の
フ
ラ
ン

ソ
ワ
一
世
）
の
母
に
し
て
ル
イ
十
二
世
の
従
姉
妹
で
も
あ
る
ル

イ
ー
ズ
の
関
係
は
、
ル
イ
十
二
世
と
ア
ン
ヌ
の
娘
で
あ
る
王
女
ク

ロ
ー
ド
の
結
婚
問（
題
）
53

も
あ
り
、
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ル
イ
十

二
世
は
、
重
病
に
な
っ
た
一
五
〇
五
年
、「
ア
ン
ヌ
と
ル
イ
ー
ズ

が
良
好
な
関
係
に
な
る
」
よ
う
遺
言
書
を
作
成
し
た
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
で
あ
っ（
た
）
54

。
ジ
ャ
ッ
ク
は
、
ア
ン
ヌ
と
ル
イ
ー
ズ
の
間
に
入

り
両
者
の
関
係
改
善
に
務（
め
）
55

、
ア
ン
ヌ
に
対
す
る
と
同
様
ル
イ
ー

ズ
や
ア
ン
グ
レ
ー
ム
家
に
対
し
て
も
財
産
管
理
の
相
談
に
の
り
、

資
金
を
援
助
し
、
彼
女
か
ら
も
信
用
を
得（
た
）
56

。
一
五
一
四
年
一
月

王
妃
ア
ン
ヌ
・
ド
ゥ
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
が
死
去
し
、
翌
年
一
月
フ

ラ
ン
ソ
ワ
一
世
が
即
位
し
た
後
は
、
ル
イ
ー
ズ
は
王
太
后
、
時
に

摂
政
と
し
て
宮
廷
の
権
力
者
と
な
り
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
地
位
も
確
固

た
る
も
の
と
な
り
、
そ
の
過
程
で
彼
は
莫
大
な
資
産
を
形
成
し（
た
）
57

。

　

一
五
一
六
年
九
月
四
日
ジ
ャ
ッ
ク
は
、
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
財
務
総

官
職
を
長
男
ギ
ヨ
ー
ム
に
譲
り
、
ト
ゥ
ー
ル
総
督
兼
バ
イ
イ

（gouverneur et bailli de T
ourain （e

）
58

）、
と
な
る
が
、
実
際
に

は
ギ
ヨ
ー
ム
の
後
見
役
と
し
て
、
引
き
続
き
財
務
総
官
会
議
の
主

宰
、
財
務
状
況
書
の
作
成
と
管
理
な
ど
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
・
財
務

総
官
社
団
長
と
し
て
の
役
割
を
続
け
て
い
た
。
国
王
は
彼
に
贈

与
・
褒
賞
、
旅
費
、
外
交
関
係
費
用
と
王
室
関
連
支
出
の
管
理
を

任
せ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
も
と
も
と
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
財
務
総
官
の

仕
事
で
あ
り
、
特
別
な
権
限
を
授
与
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

一
五
一
八
年
一
月
二
七
日
、
国
王
は
彼
に
新
し
い
任
務
を
発
令

し（
た
）
59

。
ジ
ャ
ッ
ク
が
受
け
た
王
令
は
、「
経
常
財
政
お
よ
び
特
別

財
政
事
項
を
専
管
す
る
権
限
を
サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
卿
に
与
え
、
余
が

行
う
巡
察
の
費
用
、
大
使
・
使
節
・
外
交
費
な
ら
び
に
贈
与
褒
賞

費
の
支
払
い
を
監
督
し
、
余
の
支
払
い
命
令
を
正
し
く
計
算
し
最

大
の
注
意
を
も
っ
て
処
理
す
る
こ
と
」、
さ
ら
に
「
大
法
官
、
財

務
官
僚
、
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
、
財
務
総
官
は
、
余
の
顧
問
に
し
て

侍
従
で
あ
る
サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
卿
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
彼

に
従
う
こ
と
を
本
状
に
よ
り
命
ず
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

四
八
五
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彼
は
王
国
財
政
全
般
を
専
管
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
で
は
、
彼
に
こ
の
任
務
を
授
け
た
国
王
の
狙
い
は
何

で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
借
入
を
主
体
と
す
る
資
金
調
達
で
あ
っ

た
。第

二
節　

王
国
財
務
責
任
者
時
代

　

イ
タ
リ
ア
戦
局
が
一
時
的
に
落
ち
着
い
た
一
五
一
八
年
に
お
い

て
は
、
対
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
除
き
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
近
隣
列

強
と
の
関
係
は
平
穏
で
あ
り
、
財
務
状
況
も
落
ち
着
い
て
い
た
。

七
月
の
財
政
状
況
書
作
成
後
、
国
王
は
「
タ
イ
ユ
は
通
常
時
の
二

四
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
に
戻
す
」
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
フ
リ
ブ
ー

ル
条
約
に
基
づ
く
ス
イ
ス
へ
の
年
払
い
債
務
三
二
万
五
千
リ
ー
ヴ

ル
、
教
皇
レ
オ
十
世
の
仲
介
に
よ
る
マ
ド
レ
ー
ヌ
・
ド
ゥ
・
ラ
・

ト
ウ
ー
ル
・
ド
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
と
ウ
ル
ビ
ー
ノ
公
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・

メ
デ
ィ
チ
二
世
の
結
婚
資
金
一
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
の
支（
払
）
60

が
生
じ
た
。

加
え
て
、
十
月
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
平
和
条
約
を
締
結
し
、
ト
ゥ

ル
ネ
ー
市
買
戻
し
の
た
め
六
〇
万
ク
ラ
ウ
ン
（
お
よ
そ
一
三
五
万

リ
ー
ヴ
ル
）
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
支
出
の
多
く

は
通
常
の
歳
入
に
よ
っ
て
賄
う
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
が
、
や
は
り

不
足
し
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
公
へ
の
一
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
は
リ
ヨ
ン
の
銀

行
家
た
ち
か
ら
調（
達
）
61

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

一
五
一
九
年
事
態
は
急
変
す
る
。
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
死

去
に
よ
り
空
位
と
な
っ
た
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
位
を
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一

世
は
ス
ペ
イ
ン
国
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
と
争
う
の
で
あ
る
。
皇
帝
選

挙
は
選
帝
侯
た
ち
に
対
す
る
買
収
競
争
で
も
あ
り
、
巨
額
の
資
金

が
必
要
で
あ
っ
た
。
資
金
調
達
は
、
大
侍
従
ア
ル
テ
ュ
・
グ
フ
ィ

エ
の
も
と
で
財
務
総
官
た
ち
が
当
た
っ
た
。
ド
イ
ツ
駐
在
の
フ
ラ

ン
ス
王
国
特
使
は
、
選
挙
資
金
と
し
て
本
国
か
ら
四
〇
万
エ
キ
ュ

を
受
け
取（
り
）
62

、
選
帝
侯
買
収
の
た
め
大
侍
従
の
弟
ギ
ヨ
ー
ム
・
グ

フ
ィ
エ
提
督
と
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
財
務
総
官
を
務
め
る
ジ
ャ
ッ
ク
の

息
子
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
が
ド
イ
ツ
に
赴
き
、
ま
た
ジ
ャ

ッ
ク
も
一
五
一
九
年
二
月
に
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
へ
の
贈

り
物
と
す
る
た
め
に
イ
タ
リ
ア
人
商
人
ボ
ナ
コ
ル
シ
ィ
か
ら
宝
石

を
購
入
し
て
い（
る
）
63

。
し
か
し
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
は
敗
れ
、
帝
位
を

得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
選
挙
資
金
が
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
集
め
ら
れ
た
の
か
は
、

は
っ
き
り
と
分
か
っ
て
い
な
い
。
ロ
ン
ド
ン
の
イ
タ
リ
ア
人
銀
行

家
か
ら
三
六
万
エ
キ
ュ
を
借
り
入
れ
た
と
の（
説
）
64

も
あ
る
。
し
か
し

一
五
二
二
年
四
月
七
日
王
令
は
「
王
国
の
状
況
と
維
持
の
た
め
、

重
要
に
し
て
正
し
い
事
由
の
た
め
に
リ
ヨ
ン
市
そ
の
他
の
銀
行
家

た
ち
か
ら
の
多
額
の
借
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
」
と
し
た
後
に
、

借
入
先
の
銀
行
家
た
ち
の
名
を
記
述
し
て
い（
る
）
65

。
列
挙
さ
れ
た
銀
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行
家
の
ほ
と
ん
ど
が
、
リ
ヨ
ン
居
住
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
、
ル
ッ

カ
人
銀
行
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
こ
の
選
挙
資
金
を
貸
し

た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

　

一
五
二
〇
年
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
は
ヘ
ン
リ
八
世
に
接
近
す
べ

く
、
六
月
七
日
か
ら
二
週
間
に
わ
た
り
北
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ド
ル

で
贅
を
こ
ら
し
た
金
襴
陣
営
会
見
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
見
は
何

ら
の
成
果
も
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
設
営
資
金
二
〇

万
リ
ー
ヴ
ル
を
リ
ヨ
ン
の
銀
行
家
た
ち
か
ら
借
入
れ
ざ
る
を
得
な

か
っ（
た
）
66

。
さ
ら
に
軍
備
増
強
は
続
き
、
軍
事
費
と
し
て
七
万
五
千

エ
キ
ュ
を
リ
ヨ
ン
の
銀
行
家
た
ち
か
ら
借
入
れ（
た
）
67

。
タ
イ
ユ
は
通

常
年
基
準
の
二
四
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
結
局
、

年
末
に
な
り
四
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
の
増
税
を
決
定
し
、
都
市
か
ら
の

借
入
、
教
会
等
か
ら
の
永
代
所
有
権
取
得
税
徴
収
も
実
施
し（
た
）
68

。

　

こ
れ
ら
の
資
金
調
達
活
動
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
が
ど

の
程
度
関
与
し
て
い
た
か
は
明
確
で
な
い
が
、
以
下
の
事
例
か
ら
、

彼
は
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
ま
ず
、
一
五

一
八
年
ウ
ル
ビ
ー
ノ
公
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
メ
デ
ィ
チ
二
世
の
結
婚
資

金
下
賜
に
際
し
、
大
法
官
デ
ュ
プ
ラ
が
、「
叔
父
で
あ
る
教
皇
レ

オ
十
世
を
喜
ば
せ
る
こ
と
は
な
い
」
と
国
王
の
面
前
で
ジ
ャ
ッ
ク

を
責
め
た
こ（
と
）
69

か
ら
、
リ
ヨ
ン
の
銀
行
家
た
ち
か
ら
の
借
入
に
彼

が
深
く
関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
金
襴
陣
営
会
見

に
お
い
て
、
王
の
義
兄
ア
ラ
ン
ソ
ン
公
、
伯
父
ル
ネ
・
ド
ゥ
・
サ

ヴ
ォ
ワ
大
侍
従
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
グ
フ
ィ
エ
提
督
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド

ゥ
・
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
公
、
大
法
官
デ
ュ
プ
ラ
な
ど
の
王
族
や
重
臣

と
同
様
の
処
遇
を
受
け
て
お
り
、
第
三
に
同
年
八
月
二
男
マ
ル
タ

ン
が
ト
ゥ
ー
ル
大
司
教
に
任
命
さ
れ
、
十
一
月
に
は
王
か
ら
彼
に

ト
ゥ
ー
ル
近
郊
の
大
通
り
、
塔
、
壕
、
土
地
が
贈
与
さ
れ
て
い（
る
）
70

こ
と
な
ど
か
ら
、
資
金
調
達
に
お
け
る
彼
の
役
割
と
貢
献
は
大
き

か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
一
五
二
〇
年
ま
で
は
国
王
と
王
太

后
の
信
頼
は
厚
か
っ
た
。
変
化
が
現
れ
る
の
は
一
五
二
一
年
か
ら

で
、
順
調
に
階
段
を
上
っ
て
き
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の

キ
ャ
リ
ア
に
か
げ
り
が
見
え
始
め
る
。

第
四
章　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
失
脚
と
そ
の

背
景

第
一
節　

一
五
二
一
年
か
ら
一
五
二
三
年
の
状
況

　

一
五
二
一
年
に
入
る
と
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
は
軍
隊
の
派
遣
を

イ
タ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
カ
ー
ル
五
世
に
占
領
さ
れ
て
い
た
ナ
ヴ

ァ
ー
ル
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
北
部
お
よ
び
東
部
に
拡
大
し
て
、
戦

争
準
備
を
本
格
化
さ
せ
た
。
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
と
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
戦

費
と
し
て
一
六
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
を
調
達
す
る
必
要
が
あ
っ（
た
）
71

た
め
、

前
年
十
二
月
に
は
タ
イ
ユ
を
四
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
増
額
す
る
こ
と
が

四
八
七
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決
め
ら
れ
て
い（
た
）
72

。
一
五
一
五
年
の
マ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
戦
い
に
要

し
た
費
用
は
、
二
六
七
万
リ
ー
ヴ
ル
で
あ
っ
た
と
推（
定
）
73

さ
れ
て
お

り
、
遠
く
離
れ
た
三
つ
の
地
域
で
戦
火
が
交
わ
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

い
か
に
莫
大
な
資
金
が
必
要
に
な
る
か
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
こ

の
一
六
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
に
つ
い
て
は
借
入
と
そ
の
他
の
弥
縫
策
で

の
調
達
を
図
っ
た
が
、
第
1
四
半
期
の
タ
イ
ユ
か
ら
八
万
リ
ー
ヴ

ル
、
最
高
諸
法
院
の
給
与
減
額
四
万
六
千
リ
ー
ヴ
ル
、
財
務
官
僚

か
ら
の
融
資
（
金
額
不
明
）、
パ
リ
市
か
ら
の
借
入
四
万
リ
ー
ヴ

ル
な
ど
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
方
策
は
限
ら
れ
て
い（
た
）
74

。
さ
ら

に
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
支
払
っ
た
軍
事
費
は
二
三
万
六
千

リ
ー
ヴ
ル
に
達
し
、
そ
の
う
ち
ジ
ャ
ッ
ク
が
二
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
を

供
給
し
、
残
額
は
一
五
一
九
年
に
死
亡
し
た
ボ
ワ
ジ
卿
の
遺
産
か

ら
の
強
制
借
り
上
げ
の
形
で
徴
収
し
た
資
金
で
あ
っ（
た
）
75

。

　

一
方
で
、
一
五
二
一
年
は
政
府
が
臨
時
歳
入
増
加
を
図
る
べ
く

官
職
売
却
、
王
領
地
譲
渡
、
都
市
御
用
金
な
ど
臨
時
財
源
を
拡
大

し
た
年
で
あ
っ
た
。
官
職
売
買
は
そ
れ
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

が
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
治
世
に
な
る
と
大
規
模
に
か
つ
表
立
っ
て

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
月
に
は
ボ
ル
ド
ー
の
国
王
公
証
人

職
四
十
名
の
創
設
を
は
じ
め
パ
リ
会
計
院
評
定
官
職
（conseil-

ler

）
十
二
名
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
会
計
院
長
職
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル

高
等
法
院
評
定
官
職
四
名
、
ド
ー
フ
ィ
ネ
通
貨
院
部
長
職
等
々
、

多
く
の
法
務
・
財
務
官
僚（
職
）
76

を
創
設
あ
る
い
は
増
員
し
て
い
る
。

　

都
市
か
ら
の
資
金
調
達
も
増
加
し
、
ル
ー
ア
ン
市
か
ら
四
万
二

千
リ
ー
ヴ（
ル
）
77

を
、
ト
ロ
ワ
市
か
ら
一
万
五
千
リ
ー
ヴ（
ル
）
78

を
商
品
税

徴
収
権
譲
渡
に
よ
り
調
達
し
た
ほ
か
、
リ
ヨ
ン
市
に
は
城
塞
修
理

費
、
軍
事
用
車
馬
お
よ
び
人
員
費
を
、
金
額
的
に
は
詳
ら
か
で
な

い
が
、
御
用（
金
）
79

と
し
て
負
担
さ
せ
て
い
る
。

　

王
太
后
ル
イ
ー
ズ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
か
ら
、
ジ
ャ
ッ
ク
に
対

し
国
王
の
た
め
に
資
金
調
達
を
す
る
よ
う
、
た
て
つ
づ
け
の
要
請

が
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
四
月
お
よ
び
五
月
で
あ
っ
た
。
四
月
十
日

付
書
簡
で
は
「
国
王
が
進
め
て
い
る
国
事
に
鑑
み
、
王
の
意
思
を

執
行
し
事
業
の
成
功
を
準
備
す
る
た
め
、
こ
の
世
に
あ
る
も
の
を

全
て
惜
し
む
こ
と
な
く
、
最
大
限
使
用
す
る
よ
う
に
計
ら（
え
）
80

」
と

あ
り
、
五
月
十
一
日
に
は
「
貴
卿
が
い
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
が
苦

難
の
方
向
に
向
か
い
、
苦
し
む
に
違
い
な
い
と
確
信
す
る
。
こ
の

よ
う
な
難
局
に
お
い
て
、
貴
卿
が
私
の
最
後
の
希
望
の
人
と
な
る

よ
う
行
動
せ
よ
」
と
書
い
て
い（
る
）
81

。
使
え
る
資
金
は
す
べ
て
使
用

し
て
よ
い
と
彼
は
理
解
し
、
ノ
ワ
イ
ヨ
ン
条
約
に
基
づ
き
カ
ー
ル

五
世
か
ら
受
け
取
り
国
王
か
ら
預
託
さ
れ
て
い
た
ナ
ポ
リ
資
金
三

〇
万
エ
キ
ュ
と
、
ル
イ
ー
ズ
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
彼
女
の
個
人

資
金
一
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
余
を
国
事
に
流
用
し（
た
）
82

。

　

し
か
し
六
月
六
日
デ
ィ
ジ
ョ
ン
で
の
国
王
顧
問
会
議
で
戦
時
軍

四
八
八
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事
費
を
検
討
し
た
結
果
、
緊
急
に
さ
ら
に
四
八
万
リ
ー
ヴ
ル
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し（
た
）
83

。
直
前
の
五
月
二
十
九
日
に
は
王
領

地
売
却
の
王
令
が
出
さ
れ
、
一
八
万
七
千
リ
ー
ヴ
ル
の
徴
収
が
図

ら（
れ
）
84

、
さ
ら
に
リ
ヨ
ン
の
銀
行
家
へ
の
返
済
資
金
二
〇
万
リ
ー
ヴ

ル
を
軍
事
費
に
回
し
た
り
、
官
職
者
か
ら
二
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
の
借

り
入
れ
を
行
っ
た
り
し（
た
）
85

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
危
機
は
悪
化
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
六
月
末
に
は
軍
事
費
金
庫
は
ほ
ぼ
枯
渇
し（
た
）
86

。

九
月
十
三
日
、
ジ
ャ
ッ
ク
は
王
太
后
お
よ
び
ル
ネ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ

ォ
ワ
に
、「
も
う
一
か
月
分
し
か
資
金
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
伝
え

る
ほ
ど
の
財
務
状
況
に
な
っ（
た
）
87

。
こ
の
間
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
と

ジ
ャ
ッ
ク
の
間
で
も
書
簡
の
往
復
が
あ
っ
た
。
同
年
八
月
七
日
王

は
彼
に
「
何
も
心
配
す
る
な
。
余
は
貴
卿
を
満
足
さ
せ
、
す
べ
て

を
保
証
す
る
」
と
い
う
書
簡
を
送
っ
た
が
、
彼
は
「
皆
が
私
か
ら

逃
げ
ま
す
。
財
布
の
口
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
返
書
を
出
し
、

王
は
九
月
二
十
四
日
「
倦
む
こ
と
な
く
、
従
来
同
様
に
こ
の
業
務

に
忠
誠
を
示
せ
」
と
書
い
て
い（
る
）
88

。

　

資
金
調
達
に
苦
労
す
る
ジ
ャ
ッ
ク
は
、
王
太
后
を
通
じ
、
国
王

の
借
入
保
証
が
欲
し
い
と
申
し
出
た
。
保
証
状
で
は
な
い
が
、

「
王
の
名
に
お
い
て
借
入
契
約
を
し
、
借
り
入
れ
を
行
う
権
限
を

委
任
す
る
」
と
い
う
国
王
委
任（
状
）
89

が
十
一
月
四
日
付
で
発
行
さ
れ

た
。
こ
の
間
九
月
以
降
、
ジ
ャ
ッ
ク
は
二
八
万
リ
ー
ヴ
ル
を
彼
個

人
の
名
義
で
調
達
し
て
い（
た
）
90

。

　

一
五
二
二
年
は
外
交
、
戦
争
に
お
い
て
重
要
な
年
で
あ
っ
た
。

前
年
十
一
月
に
皇
帝
軍
が
ミ
ラ
ノ
の
フ
ラ
ン
ス
軍
を
攻
撃
し
て
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
・
ヴ
ァ
ロ
ア
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

イ
タ
リ
ア
前
線
へ
戦
費
が
届
か
ず
、
ス
イ
ス
傭
兵
俸
給
の
支
払
遅

延
は
慢
性
化
し
、
彼
ら
の
士
気
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
二
月
二
十
八
日
国
王
は
、「
サ
ン
ブ
ラ

ン
セ
卿
が
、
国
王
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
資
金
一
五
七
万
リ
ー
ヴ

ル
余
を
彼
に
返
済
せ
よ
」
と
の
支
払
命
令（
書
）
91

を
フ
ラ
ン
ス
財
務
官

あ
て
に
発
行
し
た
。
前
年
十
一
月
四
日
の
借
入
権
限
委
任
状
と
本

王
令
発
行
の
背（
景
）
92

は
、
ジ
ャ
ッ
ク
経
由
の
国
王
む
け
融
資
が
延
滞

し
、
彼
に
対
す
る
銀
行
家
の
信
用
が
失
墜
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
と
、

自
分
た
ち
の
資
金
状
況
も
苦
し
く
な
っ
た
リ
ヨ
ン
の
商
人
銀
行
家

た
ち
が
返
済
を
強
く
催
促
し
始
め
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
方
で
こ

の
支
払
命
令
書
は
、
国
王
が
ジ
ャ
ッ
ク
に
対
し
て
一
五
七
万
リ
ー

ヴ
ル
余
の
債
務
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

同
年
四
月
七
日
、
国
王
は
、
財
務
官
僚
お
よ
び
商
人
銀
行
家
に

対
し
て
五
五
万
リ
ー
ヴ
ル
余
の
国
王
債
務
を
確
認
し
、
返
済
を
約

束
す
る
公
開
王
令
を
発
す
る
に
至
っ（
た
）
93

。「
財
務
総
官
に
よ
る
借

入
を
自
ら
の
債
務
と
認
め
、
返
済
を
約
束
し
」、
さ
ら
に
「（
債
務

返
済
は
）
国
王
、
相
続
人
、
継
承
者
を
拘
束
す
る
」
こ
と
を
こ
の

四
八
九
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王
令
は
確
認
し
て
い
る
。
十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
国

事
の
た
め
の
借
入
で
も
、
王
国
の
債
務
で
な
く
国
王
個
人
の
債
務

で
あ
っ
た（
が
）
94

、
国
王
の
借
入
権
限
委
任
状
や
債
務
確
認
書
を
発
行

し
た
こ
と
は
、
借
入
金
額
の
著
増
を
表
し
て
い
る
と
と
も
に
、
発

行
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
し
た
ジ
ャ
ッ
ク
に
対
す
る
国
王
の
信

頼
を
揺
る
が
す
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
五
二
二
年
、
財
政
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
同
年
の
タ
イ

ユ
は
六
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
の
増
税
を
含
み
総
額
三
〇
〇
万
リ
ー
ヴ
ル

に
達（
し
）
95

、
王
領
地
売
却
は
二
三
万
リ
ー
ヴ
ル
、
官
職
売
却
も
パ
リ

高
等
法
院
評
定
官
職
二
十
名
の
増（
員
）
96

の
他
、
シ
ャ
ト
レ
裁
判
所
調

査
官
職
十
六
名
お
よ
び
公
証
人
職
四（
名
）
97

等
が
創
設
さ
れ
た
。
さ
ら

に
ル
ー
ア
ン
市
、
リ
ヨ
ン
市
、
ト
ロ
ワ
市
、
パ
リ
市
な
ど
の
都
市

か
ら
軍
事
費
が
調
達
さ
れ
て
兵
士
の
給
与
に
充
て
ら
れ
、
ま
た
都

市
か
ら
の
新
し
い
調
達
手
段
と
し
て
二
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
の
パ
リ
市

債
を
発
行
さ
せ（
た
）
98

。
こ
れ
は
、
国
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
畜
肉
・
魚
・

ワ
イ
ン
等
の
商
品
税
徴
収
権
を
償
還
原
資
と
し
て
、
パ
リ
市
が
債

券
を
発
行
し
、
調
達
し
た
資
金
を
国
に
一
括
し
て
引
き
渡
す
も
の

で
あ
っ
た
。
一
方
で
銀
行
家
か
ら
の
借
入
は
少
な
く
、
後
述
の
一

五
二
一
年
に
合
意
し
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
銀
行
家
か
ら
の
強
制
借

り
上
げ
一
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
の
ほ
か
は
、
ド
イ
ツ
人
銀
行
家
ヤ
ン
・

ク
レ
ベ
ル
ガ
ー
か
ら
の
約
一
万
七
千
エ
キ
ュ
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
、

ベ
ル
ン
人
、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
人
銀
行
家
の
協
調
融
資
四
万
エ
キ

ュ
の
み
で
あ
っ（
た
）
99

。

　

だ
が
国
王
の
債
務
確
認
王
令
発
行
を
含
む
資
金
調
達
努
力
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
戦
況
は
改
善
せ
ず
一
五
二
二
年
四
月
二
十
九
日
ビ

コ
ッ
カ
の
戦
い
で
フ
ラ
ン
ス
軍
は
敗
れ
ミ
ラ
ノ
を
喪
失
し
た
。
資

金
不
足
が
ビ
コ
ッ
カ
の
敗
戦
を
招
い
た
と
の
非
難
が
軍
人
か
ら
起

こ
り
、
財
務
官
僚
に
対
す
る
不
満
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

一
五
二
三
年
に
入
る
と
、
財
務
官
僚
に
対
す
る
不
満
は
、
財
務

行
政
体
制
な
ら
び
に
財
務
官
僚
を
問
い
た
だ
す
具
体
的
な
動
き
と

し
て
現
れ
、
諸
施
策
が
実
行
さ
れ
た
。
ま
ず
同
年
の
財
政
状
況
を

財
政
状
況（
書
）
100

に
よ
り
俯
瞰
し
て
み
よ
う
。

一
．
一
五
二
三
年
度
財
政
状
況
書

　

当
時
の
財
政
関
係
史
料
は
、
前
述
の
よ
う
に
パ
リ
会
計
院
の
火

災
な
ど
に
よ
り
消
失
し
、
一
五
二
三
年
度
分
の
財
政
状
況
書
の
み

が
現
存
し
て
い
る
。
財
政
状
況
書
は
、
本
体
状
況
書
の
ほ
か
に
、

付
属
計
算
書
と
し
て
歳
入
補
填
案
と
本
体
に
含
ま
れ
て
い
な
い
支

払
い
予
定
項
目
を
記
し
た
文
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
体
状

況
書
は
歳
入
・
歳
出
予
定
項
目
を
一
件
ご
と
に
記
載
し
て
い
る
が
、

一
方
で
計
算
違
い
・
桁
違
い
・
計
上
基
準
の
不
一
致
等
、
誤
り
は

少
な
く
な
い
。

四
九
〇
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一
五
二
三
年
度
の
概
要
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
歳
入
合
計

は
五
一
五
万
リ
ー
ヴ
ル
で
そ
の
内
訳
は
王
領
収
入
三
五
万
リ
ー
ヴ

ル
、
塩
税
四
六
万
リ
ー
ヴ
ル
、
商
品
税
六
七
万
リ
ー
ヴ
ル
、
タ
イ

ユ
他
直
接
税
三
五
七
万
リ
ー
ヴ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
王
領
収
入
は

七
％
弱
に
過
ぎ
ず
、
租
税
が
歳
入
の
九
三
％
、
特
に
直
接
税
で
あ

る
タ
イ
ユ
が
歳
入
の
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　

一
方
、
歳
出
合
計
は
五
三
八
万
リ
ー
ヴ
ル
で
、
そ
の
主
項
目
は
、

軍
事
費
（
表
2
の
7
〜
12
合
計
）
二
六
八
万
リ
ー
ヴ
ル
、
最
高
諸

院
（
高
等
法
院
、
会
計
院
等
）
経
費
二
二
万
リ
ー
ヴ
ル
、
宮
廷
費

五
四
万
リ
ー
ヴ
ル
、
年
金
費
四
八
万
リ
ー
ヴ
ル
、
王
令
に
よ
る
支

出
一
〇
五
万
リ
ー
ヴ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
軍
事
費
が
五
〇
％
弱
を

占
め
て
い
る
。
宮
廷
費
は
歳
出
の
一
〇
％
と
ま
だ
多
く
は
な
い
状

況
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
一
五
二
三
年
度
の
収
支
差
額
は
、
二
三

万
リ
ー
ヴ
ル
の
歳
出
超
過
の
見
込
み
で
あ
る
。

　

こ
の
赤
字
を
補
填
す
べ
く
、
付
属
計
算
書
Ａ
お
よ
び
Ｂ
は
翌
一

五
二
四
年
度
タ
イ
ユ
に
つ
い
て
は
六
一
万
リ
ー
ヴ
ル
を
増
税
し
、

あ
わ
せ
て
二
三
一
万
リ
ー
ヴ
ル
を
当
年
中
に
徴
収
す
る
計
画
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
付
属
計
算
書
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
は
臨
時
歳
入
に
関
す

る
も
の
で
、
Ｃ
で
は
官
職
者
か
ら
総
額
五
万
リ
ー
ヴ
ル
の
強
制
借

り
上
げ
、
Ｄ
で
は
歩
兵
給
与
の
た
め
の
都
市
か
ら
の
御
用
金
一
一

万
リ
ー
ヴ
ル
、
Ｅ
で
は
聖
職
者
課
税
一
一
八
万
リ
ー
ヴ（
ル
）
101

を
計
上

し
て
い
る
。
付
属
書
Ｆ
と
Ｇ
で
は
、
年
金
支
払
い
合
計
約
八
〇
万

リ
ー
ヴ
ル
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
二
三
万
リ
ー
ヴ
ル
は

支
払
資
金
が
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
一
五
二
三
年
度
の
財
政

状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
隠
れ
た
赤
字
が
存
在
し
て
い

た
。
第
一
に
付
属
計
算
書
Ｆ
の
末
尾
に
は
前
年
度
（
二
二
年
度
）

の
未
払
債
務
二
四
六
万
リ
ー
ヴ
ル
が
繰
り
越
さ
れ
て
い
る
と
記
載

さ
れ
て
お
り
、
上
記
の
二
三
万
リ
ー
ヴ
ル
の
赤
字
と
合
算
す
れ
ば
、

一
五
二
三
年
度
末
に
は
王
国
財
政
は
約
二
七
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
の
歳

出
超
過
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
主
要
財
源
で
あ
る

タ
イ
ユ
に
つ
い
て
は
、
三
五
六
万
リ
ー
ヴ
ル
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
一
一
九
万
リ
ー
ヴ
ル
は
す
で
に
前
年
に
徴
収
済
み

で
あ
り
、
他
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
年
金
の
よ
う
に
翌
期
に
繰

り
越
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
な
ど
、
必
ず
し
も
単
年
度
会
計
が

守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
第
三
に
官
職
創
設
に
よ
る
歳
入
増
が
本

書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
一
方
で
、
歳
出
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
派
兵
二
〇
万
リ
ー
ヴ（
ル
）
102

、
ス
イ
ス
へ
の
年
賦
金
二
〇
万
リ
ー

ヴ（
ル
）
103

、
諸
借
入
金
返
済
四
五
万
リ
ー
ヴ
ル（
等
）
104

が
他
の
史
料
に
は
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
状
況
書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ

て
、
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
王
国
財
政
は
危
機
的
状
況
に
あ
っ

た
と
言
え
る
。
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表 2　1523 年財政状況書概要（105）

項目 金額（l.t） 備考

歳入（106）

1.王領 353,920

2.塩税 460,557

3.商品税 672,757

4.タイユ等 3,566,942 竈税、タイユ免除の都市からの御用金等

歳入総合計 5,155,176

歳出

1.教会・寄付 24,223 教会・修道会への支出・寄付

2.税過重分返還 53,254 諸税・過重受取返金・免除

3.王領収入贈与 102,475

4.森林管理 5,688

5.塩税贈与 36,735

6.商品税贈与 34,781 協約によるスペイン王への譲渡等

7.常備軍 1,423,640

8.要塞守備隊 26.237 守備隊長への俸給

9.死給兵 75,800 Mortes-payes。平時の要塞守備隊費用

10.国王護衛隊 372,083 貴族 100 人隊・弓矢隊等

11.要塞維持・修復 294,200

12.要塞補給 494,255 要塞への補給・兵站

13.最高諸院 220,069 高等法院長、会計院院長、評定官の俸給他

14.王室・王妃・王子 543,800 国王・王妃等宮廷費

15.年金 484,850

16.王命令による支出 1,053,602 銀行家への返済・貴族等へ遅延年金等

17.調整等 135,435 官職者融資への返済等

歳出総合計 5,380,269

収支差 -226,069
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二
．
銀
行
借
入

　

で
は
軍
事
費
を
含
め
不
足
す
る
財
政
資
金
を
ど
の
よ
う
に
調
達

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
最
も
効
率
的
な
調
達
方
法
は
や
は
り
銀
行
家

か
ら
の
借
入
で
あ
っ
た
。
国
王
へ
の
融
資
を
行
っ
た
商
人
・
銀
行

家
の
主
力
は
リ
ヨ
ン
に
定
住
す
る
外
国
人
で
あ
っ
た
。
リ
ヨ
ン
に

は
、
シ
ャ
ル
ル
七
世
以
降
、
王
権
が
そ
の
発
展
に
力
を
注
い
だ
大

市
が
あ
り
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ル
ッ
カ
等
か
ら
イ
タ
リ
ア
人
が
移

住
し
、
商
品
だ
け
で
な
く
、
貿
易
決
済
、
為
替
手
形
決
済
、
金
利

付
き
融
資
取
引
が
活
発
に
行
わ
れ
た
国
際
金
融
市
場
が
成
立
し
て

い
た
。
リ
ヨ
ン
の
大
市
は
一
月
（
公
現
祭
）、
三
月
ま
た
は
四
月

（
復
活
祭
）、
八
月
、
十
一
月
（
万
聖
節
）
と
年
に
四
回
開
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
二
週
間
の
商
品
取
引
大
市
と
そ
れ
に
続
く
二
週
間
の

決
済
取
引
大
市
か
ら
な
り
、
計
四
週
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

大
市
で
取
り
扱
わ
れ
る
融
資
の
期
間
は
、
売
り
上
げ
資
金
が
入
る

ま
で
の
つ
な
ぎ
資
金
融
資
が
主
体
で
あ
っ
た
た
め
、
大
市
か
ら
次

の
大
市
ま
で
の
約
三
か
月
の
短
期
融
資
が
主
で
あ
り
、
対
国
王
融

資
も
そ
の
例
外
で
な
か
っ
た
。
貸
付
金
利
は
一
五
二
〇
年
頃
で
は

三
か
月
四
％
〜
五
％
（
年
利
換
算
一
六
％
〜
二
〇
％
）
が
通
常
で
、

例
え
ば
一
五
二
〇
年
の
金
襴
陣
営
会
見
資
金
の
場
合
は
年
利
一

六
％
で
あ
っ（
た
）
107

。
リ
ヨ
ン
以
外
に
も
パ
リ
、
ル
ー
ア
ン
な
ど
の
商

人
か
ら
の
融
資
も
あ
っ
た
が
、
リ
ヨ
ン
ほ
ど
組
織
だ
っ
て
、
ま
と

ま
っ
た
金
額
が
調
達
で
き
る
都
市
や
市
場
は
な
か
っ
た
。
ア
モ
ン

の
表
現
を
使
え
ば
、「
首
都
パ
リ
の
商
人
と
金
細
工
師
は
、
ソ
ー

ヌ
沿
岸
（
リ
ヨ
ン
）
の
大
商
人
・
銀
行
家
の
よ
う
な
金
融
空
間
を

持
た
ず
、
そ
の
参
加
は
つ
つ
ま
し
や
か
で
あ
っ
た
」
の
で
あ（
る
）
108

。

　

一
五
二
〇
年
ま
で
リ
ヨ
ン
の
銀
行
家
た
ち
は
、
採
算
面
で
も
悪

く
は
な
い
国
王
向
け
融
資
を
要
請
に
応
じ
て
純
粋
な
商
取
引
と
し

て
行
っ
て
い
た
。
一
五
二
一
年
国
王
は
リ
ヨ
ン
の
ル
ッ
カ
人
銀
行

家
か
ら
七
万
五
千
リ
ー
ヴ
ル
、
リ
ヨ
ン
の
銀
行
家
全
体
か
ら
約
三

万
エ
キ
ュ
を
借
入
れ（
た
）
109

が
、
七
月
に
は
い
り
王
と
リ
ヨ
ン
の
銀
行

家
た
ち
の
関
係
は
緊
張
状
態
に
入
っ
た
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
は
フ

ラ
ン
ス
在
住
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
お
よ
び
ル
ッ
カ
人
銀
行
家
た
ち

に
対
し
、
国
外
退
去
命
令
を
出
し
た
の
で
あ（
る
）
110

。
退
去
命
令
は
、

彼
ら
が
教
皇
お
よ
び
カ
ー
ル
五
世
に
戦
争
準
備
の
情
報
を
流
し
た

故
と
さ
れ
る
が
、
真
の
理
由
は
明
確
で
は
な（
い
）
111

。
さ
ら
に
同
年
ク

リ
ス
マ
ス
前
夜
に
は
翌
一
月
初
め
の
大
市
に
お
い
て
ミ
ラ
ノ
、
ル

ッ
カ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
リ
ヨ
ン
市
場
に
呈
示
さ
れ
る
為
替
手

形
の
決
済
を
禁
止
す
る
と
の
王
令
が
リ
ヨ
ン
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人

銀
行
家
ガ
ダ
ー
ニ
ュ
、
ア
ル
ビ
ッ
ス
、
ナ
ジ
に
手
渡
さ
れ（
た
）
112

。
手

形
決
済
に
よ
り
資
金
が
カ
ー
ル
五
世
側
に
移
動
す
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
で
あ
っ
た
。

　

加
え
て
国
王
向
け
融
資
の
返
済
が
滞
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

四
九
三



史
　
　
　
学
　
第
八
七
巻
　
第
四
号

）

五
〇　
（

一
五
二
二
年
四
月
七
日
王
令
は
、
債
務
と
し
て
一
五
一
八
年
融
資

の
ウ
ル
ビ
ー
ノ
公
結
婚
資
金
一
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
、
一
五
二
〇
年
融

資
の
金
襴
陣
営
会
見
資
金
二
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
を
記
述
し
て
い
る
が
、

そ
の
い
ず
れ
も
返
済
期
日
を
超
え
て
い
た
。

　

そ
れ
で
は
リ
ヨ
ン
の
銀
行
家
の
フ
ラ
ン
ス
国
王
向
け
融
資
残
高

は
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
五
二
二
年
二
月
末
王
令
に

あ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
へ
の
債
務
一
五
七
万
リ
ー
ヴ
ル

が
一
つ
の
指
標
と
な
ろ
う
。
こ
の
う
ち
銀
行
家
か
ら
の
借
入
が
ど

の
程
度
あ
る
の
か
は
史
料
で
は
解
ら
な
い
が
、
こ
の
中
に
は
六
〇

万
リ
ー
ヴ
ル
の
国
王
の
ナ
ポ
リ
資
金
と
王
太
后
の
個
人
資
金
一
〇

万
リ
ー
ヴ
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
純
債
務
額
は
八
七
万
リ
ー

ヴ
ル
と
な
る
。
他
方
で
一
五
二
二
年
四
月
七
日
王
令
は
、
利
息
を

含
め
五
五
万
三
千
リ
ー
ヴ
ル
が
王
の
債
務
で
あ
る
と
明
示
し
て
い

る
。
二
月
末
と
四
月
七
日
の
間
の
金
額
の
減
少
が
返
済
に
よ
る
も

の
か
、
他
の
要
因
に
よ
る
か
は
確
認
で
き
な（
い
）
113

が
、
一
五
二
二
年

四
月
初
め
に
お
け
る
国
王
の
対
銀
行
家
債
務
残
高
は
五
五
万
リ
ー

ヴ
ル
か
ら
八
七
万
リ
ー
ヴ
ル
の
間
で
あ
り
、
こ
の
金
額
は
リ
ヨ
ン

の
銀
行
家
の
国
王
与
信
限
度
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
王
の
返
済
遅
延
に
よ
り
銀
行
家
自
身
の
資
金
繰
り
も

悪
化
し
経
営
は
苦
し
く
な
っ
て
い
た
。
加
え
て
ビ
コ
ッ
カ
の
敗
戦

は
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
に
対
す
る
彼
ら
の
見
方
を
変
え
、
国
王
に
対

す
る
融
資
態
度
を
慎
重
に
さ
せ
て
い
た
。

　

か
く
し
て
王
の
変
わ
り
や
す
い
外
国
人
施
策
、
貸
付
金
の
延
滞
、

限
度
額
に
近
い
債
権
残
高
、
敗
戦
に
よ
る
国
王
与
信
へ
の
危
惧
は
、

一
五
二
三
年
以
降
リ
ヨ
ン
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
銀
行
家
の
融
資
を

停
止
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節　

失
脚
の
諸
要
因

　

ビ
コ
ッ
カ
の
敗
戦
が
財
務
官
僚
の
怠
慢
に
よ
る
と
の
声
が
上
が

り
、
そ
し
て
危
機
的
財
政
状
況
は
ジ
ャ
ッ
ク
の
立
場
を
危
う
く
し

た
。
国
王
は
財
務
官
僚
に
対
す
る
監
査
を
行
う
と
と
も
に
、
財
務

行
政
体
制
改
革
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。

一
．
財
務
官
僚
監
査

　

一
五
二
三
年
一
月
十
七
日
王
は
財
務
官
僚
監
査
の
た
め
の
特
別

監
査
委
員
会
を
設
置
し
、
王
領
会
計
官
、
総
収
税
官
、
軍
事
財
務

官
（trésorier de l’ordinaire des guerres

）、
戦
時
財
務
官

（trésorier de lʼextraordinaire des guerres

）
と
い
う
会
計

官
ク
ラ
ス
に
対
す
る
監
査
を
開
始
し
た
。
監
査
委
員
に
は
パ
リ
高

等
法
院
長
シ
ャ
ル
ル
・
ギ
ヤ
ー
ル
、
パ
リ
会
計
院
長
ジ
ル
・
ベ
ル

テ
ロ
の
他
四
名
の
高
等
法
院
と
会
計
院
の
官
職
者
が
任
命
さ（
れ
）
114

、

四
日
後
に
は
エ
ク
ス
大
司
教
ピ
エ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ユ
が
追
加
任
命

四
九
四
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さ
れ（
た
）
115

。
本
監
査
委
員
会
設
置
は
、
ま
だ
監
査
対
象
と
な
っ
て
い

な
か
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク
他
の
財
務
総
官
も
出
席
し
た
国
王
顧
問
会
議

に
よ
り
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ（
た
）
116

。
財
務
官
僚
監
査
は
、
通
常
は

会
計
院
が
行
う
に
も
拘
ら
ず
、
今
回
は
王
令
に
よ
り
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
監
査
を
執
行
さ
せ
た
の
に
は
特
別
な
意
思
が
あ
っ
た

と
言
え
る
。
王
と
王
太
后
が
財
務
官
僚
に
対
し
て
不
信
感
を
持
ち

始
め
て
い
た
こ
と
は
、
ル
イ
ー
ズ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
の
日
記
の

「
息
子
と
私
は
財
務
官
僚
た
ち
に
よ
り
窃
取
さ
れ
続
け
て
い
る
」

と
の
記
述
に
よ
り
理
解
で
き（
る
）
117

。
ま
た
重
臣
た
ち
も
財
務
官
僚
に

対
す
る
不
信
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
大
侍
従
ル
ネ
・
ド
ゥ
・
サ

ヴ
ォ
ワ
は
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
ゥ
・
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
に
十
二
月
十
八
日

付
書（
簡
）
118

で
「
戦
時
財
務
官
に
は
約
束
通
り
支
払
い
を
す
る
義
務
感

と
勤
勉
さ
が
な
い
。
約
束
は
す
る
が
、
そ
の
と
お
り
に
は
実
行
し

な
い
と
い
う
不
正
直
な
習
慣
を
見
る
と
、
ど
こ
に
信
を
お
い
て
良

い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
財
政
後
見
人
と
い
う
立
場

に
あ
る
ル
ネ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
で
す
ら
財
務
官
僚
に
対
す
る
信

頼
感
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

二
月
五
日
に
は
財
務
官
僚
各
々
の
未
決
済
取
引
が
清
算
さ
れ
、

帳
簿
閉
鎖
（
決
算
）
の
う
え
、
決
算
報
告
書
と
帳
簿
の
提
出
を
求

め
て
監
査
が
始
ま
っ
た（
が
）
119

、
監
査
対
象
者
は
会
計
帳
簿
や
証
憑
書

類
を
提
出
せ
ず
、
監
査
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

二
．
財
務
行
政
改
革

　

一
五
二
三
年
三
月
十
八
日
国
王
は
王
令
を
発
布
し
、
貯
蓄
国
庫

財
務
官
兼
臨
時
歳
入
徴
収
役
職
（trésorier de l’Épargne et 

receveur général des parties casuelles et inopinées des 
finances

）
を
創
設
し
た
。
同
王
令
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い（
る
）
120

。

「（
略
）
皇
帝
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
は
平
和
条
約
、
協
調
、
友
好
に

反
し
、
我
が
国
を
侵
略
し
よ
う
と
し
た
。（
略
）
神
の
ご
加
護
に

よ
り
余
は
王
国
、
臣
民
を
守
り
、
敵
を
押
し
返
し
た
。
そ
れ
ら
は

莫
大
な
費
用
な
し
で
は
な
し
得
な
か
っ
た
。（
略
）
王
領
収
入
と

税
以
外
に
、
王
領
地
売
却
、
官
職
創
設
、
外
国
人
か
ら
の
利
付
き

借
入
、
官
職
者
と
臣
民
か
ら
の
無
利
息
借
入
、
聖
職
者
課
税
と
永

代
所
有
権
取
得
税
、
王
領
地
木
材
の
売
却
、
余
と
王
妃
お
よ
び
余

の
子
供
た
ち
の
節
約
、
銀
食
器
溶
解
、
貧
し
き
人
民
へ
の
増
税
な

ど
種
々
の
手
段
に
よ
り
資
金
を
調
達
し
た
。
事
の
緊
急
性
の
た
め

資
金
は
財
務
官
僚
な
ど
多
く
の
手
に
よ
り
集
め
ら
れ
支
払
わ
れ
た

の
で
、
誰
の
任
務
か
不
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
夏
に
は
再
び
わ
が
王

国
を
侵
略
す
べ
く
、
敵
は
戦
争
準
備
を
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

当
方
も
準
備
を
進
め
、
財
政
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
、
王
領
収

入
、
商
品
税
、
タ
イ
ユ
、
塩
税
を
除
く
す
べ
て
の
臨
時
収
入
を
一

人
に
徴
収
管
理
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
臨
時
収
入
は
重
大
か
つ
緊

急
時
に
役
立
つ
よ
う
貯
蓄
さ
れ
る
（
略
）」。
そ
し
て
「
全
幅
の
信
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頼
を
お
く
顧
問
の
な
か
で
最
も
信
頼
で
き
る
人
物
」
で
あ
る
ラ
ン

グ
ド
イ
ル
の
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
で
あ
っ
た
フ
ィ
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ブ

を
任
命
し（
た
）
121

。
従
っ
て
、
こ
の
官
職
創
設
の
目
的
は
、
官
職
名
の

と
お
り
臨
時
収
入
の
徴
収
と
管
理
お
よ
び
当
該
資
金
の
貯
蓄
で
あ

り
、
従
来
の
官
僚
制
度
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
と
財
務
総
官
の

職
務
に
は
手
を
触
れ
て
い
な
い
。
重
点
は
王
国
財
政
全
体
の
改
革

で
な
く
、
戦
費
の
た
め
の
臨
時
歳
入
の
一
元
的
管
理
と
貯
蓄
、
そ

し
て
不
正
防
止
で
あ
っ
た
。
し
か
し
バ
ブ
が
取
り
扱
う
歳
入
金
は
、

臨
時
歳
入
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
年
九
月
一
日
期
限
の
タ
イ（
ユ
）
122

、
十

一
月
十
五
日
に
は
飲
料
・
食
品
税
、
塩
税
等
に
拡
大（
し
）
123

、
同
年
十

二
月
二
十
八
日
に
は
貯
蓄
国
庫
財
務
官
兼
臨
時
歳
入
徴
収
役
の
職

務
内
容
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
第
一
に
歳
入
金
の
徴
収
役
で
あ
る
王
領
会
計

官
と
総
収
税
官
は
、
下
位
の
収
税
官
が
徴
収
し
た
資
金
を
、
王
領

会
計
官
は
受
領
後
二
十
日
以
内
に
、
総
収
税
官
は
一
ヶ
月
以
内
に
、

貯
蓄
国
庫
財
務
官
兼
臨
時
歳
入
徴
収
役
に
集
中
す
る
よ
う
命
ぜ
ら

れ（
た
）
124

。
第
二
に
財
政
状
況
書
に
計
上
さ
れ
て
い
る
項
目
は
、
従
来

の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
お
よ
び
財
務
総
官
の
命
令
に
よ
っ
て

で
は
な
く
、
貯
蓄
国
庫
財
務
官
兼
臨
時
歳
入
徴
収
役
の
命
令
に
よ

っ
て
支
払
わ
れ
、
計
上
さ
れ
て
い
な
い
項
目
は
国
王
命
令
に
よ
っ

て
支
払
う
よ
う
変
更
さ
れ（
た
）
125

。
第
三
に
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
お
よ
び

財
務
総
官
は
所
管
総
徴
税
官
区
の
歳
入
増
加
を
図
り
、
過
失
・
不

正
を
た
だ
す
べ
く
年
二
度
は
巡
察
を
行
う
こ
と
に
な（
り
）
126

、
第
四
に

王
国
財
政
運
営
の
基
準
で
あ
っ
た
財
政
状
況
書
の
作
成
は
従
来
同

様
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
と
財
務
総
官
が
行
う
が
、
そ
の
後
の
管
理
は

貯
蓄
国
庫
財
務
官
兼
臨
時
収
入
徴
収
役
が
行
う
こ
と
と
し
、
国
王

と
国
王
顧
問
会
議
へ
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ（
た
）
127

。
貯
蓄
国
庫
財

務
官
兼
臨
時
収
入
徴
収
役
の
役
割
が
明
確
に
な
る
一
方
、
フ
ラ
ン

ス
財
務
官
と
財
務
総
官
は
、
財
政
状
況
書
の
作
成
と
所
管
地
方
の

監
査
だ
け
の
職
務
と
な
り
、
彼
ら
は
王
国
財
政
に
関
す
る
権
限
だ

け
で
な
く
、
資
金
を
握
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
政
治
的
な

発
言
力
と
影
響
力
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
貯
蓄
国
庫
財

務
官
兼
臨
時
収
入
徴
収
役
も
そ
の
任
務
の
実
態
は
、
い
わ
ば
資
金

管
理
と
帳
簿
管
理
が
主
体
の
会
計
係
で
あ（
り
）
128

、
財
政
運
営
は
財
務

官
僚
か
ら
国
王
顧
問
会
議
に
移
動
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
改
革
は
思
い
付
き
で
は
な
く
、
す
で
に
一
五
二
一
年
八
月

に
ボ
ニ
ヴ
ェ
提
督
に
よ
り
「
補
助
財
源
（ressources com

plé-
m

entaires

）
担
当
」
と
「
そ
の
他
財
源
（restes des fonds

）

担
当
」
を
設
置
す
る
「
危
機
対
応
組
織
」
の
提
案
が
な
さ
れ
て

い（
た
）
129

。
ま
た
今
回
の
決
定
に
至
る
ま
で
に
、
本
件
が
重
臣
・
政
府

高
官
の
間
で
熱
心
に
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、「
財
政
を
正
常

化
す
る
た
め
連
日
国
王
顧
問
会
議
で
熱
心
に
議
論
し
て
い
る
」
と
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ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
ゥ
・
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
が
息
子
ア
ン
ヌ
に
書
い
た

書（
簡
）
130

で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
後
一
五
二
四
年
六
月
、
特
別
臨
時
歳
入
財
務
官
（trésor-

ier des finances extraordinaires et parties casuelles

）
職

が
創
設
さ
れ
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
財
務
総
官
ピ
エ
ー
ル
・
ダ
ペ
ス
テ

ギ
イ
が
任
命
さ
れ
、
臨
時
歳
入
部
門
を
所
管
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
に
古
き
よ
り
分
か
れ
て
い
た
王
領
財
政
（
経
常
会
計
）
と
課

税
財
政
（
特
別
会
計
）
が
統
合
さ
れ
て
一
人
の
貯
蓄
国
庫
財
務
官

に
よ
り
管
理
さ
れ
、
聖
職
者
課
税
や
借
入
金
か
ら
な
る
特
別
臨
時

歳
入
財
政 （finances étraordinaires et parties casuelle （s

）
131

）

は
特
別
臨
時
歳
入
財
務
官
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
シ

ャ
ル
ル
七
世
以
降
の
財
務
行
政
制
度
は
改
変
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
．
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
へ
の
監
査

　

一
五
二
三
年
十
一
月
一
日
、
王
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ

に
一
五
一
五
年
以
降
の
会
計
帳
簿
を
提
出
す
る
よ
う
命
じ（
た
）
132

。
彼

は
「
自
分
は
会
計
官
で
は
な
い
」
と
の
理
由
で
こ
れ
を
拒
否
し
た

が
、
翌
年
五
月
九
日
王
が
督
促
命（
令
）
133

を
出
す
と
よ
う
や
く
提
出
し

た
。
同
命
令
は
「
一
五
二
三
年
十
一
月
一
日
に
、
余
の
即
位
以
降

の
す
べ
て
の
財
政
状
況
書
、
帳
簿
を
提
出
す
べ
し
と
命
じ
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、
貴
卿
は
い
ま
だ
に
実
行
し
て
い
な
い
。
本
書
を
も
っ

て
完
全
に
実
行
し
な
け
れ
ば
、
パ
リ
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
リ
ー
監

獄
に
収
監
す
る
」
と
い
う
厳
し
い
内
容
で
あ
っ
た
。

　

一
五
二
四
年
三
月
十
一
日
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
特
別
監

査
委
員
会
が
発
足
し
、
パ
リ
高
等
法
院
長
で
前
年
の
財
務
官
僚
特

別
監
査
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
シ
ャ
ル
ル
・
ギ
ヤ
ー
ル
の
ほ

か
、
訴
願
審
査
官
（m

aître des requêtes

）
一
名
、
パ
リ
会
計

院
か
ら
首
席
監
査
官
一
名
と
監
査
官
二
名
の
計
五
人
が
任
命
さ
れ
、

さ
ら
に
戦
時
財
務
官
で
一
五
二
一
年
か
ら
国
王
秘
書
兼
軍
事
監
察

官
（secretaire et contrôleur de l’extraordinaire des 

guerres

）
の
ラ
ン
ベ
ー
ル
・
メ
グ
レ
と
ボ
ル
ド
ー
会
計
官
の
ト

マ
・
ラ
プ
ル
が
補
佐
者
と
し
て
指
名
さ
れ
、
王
太
后
は
五
月
二
十

日
メ
グ
レ
と
ラ
プ
ル
の
二
人
に
自
分
の
た
め
に
動
く
よ
う
に
と
の

委
任
状
を
発
行
し（
た
）
134

。
ジ
ャ
ッ
ク
は
監
査
メ
ン
バ
ー
三
名
と
補
佐

者
メ
グ
レ
の
忌
避
を
申
し
立
て
た
が
却
下
さ
れ
、
監
査
が
開
始
さ

れ
た
。

　

監
査
の
主
眼
は
、
一
五
二
二
年
二
月
二
十
八
日
付
ジ
ャ
ッ
ク
へ

の
支
払
い
王
令
一
五
七
万
四
千
リ
ー
ヴ
ル
の
金
額
と
内
容
が
正
当

で
あ
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
金
額
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
が
当
初
申

告
し
た
金
額
と
は
異
な
り
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
が
国

王
顧
問
会
議
に
申
告
し
た
金
額
は
、
自
ら
調
達
し
会
計
官
経
由
で

王
に
融
資
し
た
資
金
八
六
万
七
千
リ
ー
ヴ
ル
と
国
事
に
流
用
し
た



史
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九
八

王
太
后
の
個
人
資
金
一
〇
万
七
千
リ
ー
ヴ
ル
の
合
計
九
七
万
四
千

リ
ー
ヴ
ル
で
あ
っ
た
。
王
か
ら
預
託
さ
れ
て
い
た
ナ
ポ
リ
資
金
三

〇
万
エ
キ
ュ
（
六
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
に
相
当
）
も
国
事
に
使
用
し
て

い
た
が
、
王
の
資
金
で
あ
る
た
め
、
こ
の
申
告
額
に
は
含
め
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
王
と
王
太
后
は
、
こ
の
六
〇
万
リ
ー
ヴ
ル

は
彼
が
勝
手
に
流
用
し
た
も
の
と
見
做
し
、
彼
が
返
済
す
べ
き
資

金
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
国
王
顧
問
会
議
は
ボ
ー
ヌ

の
申
告
額
を
九
七
万
四
千
リ
ー
ヴ
ル
で
な
く
、
六
〇
万
リ
ー
ヴ
ル

を
加
え
た
一
五
七
万
四
千
リ
ー
ヴ
ル
に
変
更
さ
せ
た
の
で
あ（
る
）
135

。

彼
が
何
故
こ
の
よ
う
な
修
正
に
同
意
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

自
ら
を
「
情
勢
に
よ
り
妥
協
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
で
あ
る
」

と
言
っ
て
い（
る
）
136

性
格
が
出
て
、
王
が
自
分
に
債
務
を
返
済
す
れ
ば

問
題
な
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
第
二
は
、
王
の
勘
定
と
王
太
后
の
勘
定
を
別
個
に
管
理

せ
ず
に
一
つ
の
勘
定
と
し
て
取
り
扱
い
、
特
に
王
太
后
の
個
人
資

金
を
彼
女
の
同
意
な
し
に
国
事
に
流
用
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ジ

ャ
ッ
ク
は
、「
王
と
王
太
后
の
勘
定
は
、
分
割
で
き
な
い
一
つ
の

財
布
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
。
王
と
王
太
后
の
命
に
よ
り
、
王

国
の
重
大
事
で
あ
る
と
考
え
、
彼
女
の
資
金
を
国
事
に
使
用
し
た
。

自
分
は
命
令
に
従
っ
た
も
の
で
、
王
太
后
の
意
思
と
命
令
は
彼
女

の
書
簡
に
よ
り
明
ら
か
で
あ（
る
）
137

」
と
抗
弁
し
、
前
述
の
一
五
二
一

年
四
月
十
日
付
お
よ
び
五
月
十
一
日
付
の
王
太
后
の
書
簡
を
提
出

し
、
さ
ら
に
彼
女
が
「
王
と
自
分
の
意
思
は
同
じ
で
あ
り
、
財
布

も
一
つ
で
あ
る
」
と
何
度
も
言
っ
て
い
る
と
陳
述
し（
た
）
138

。

　

最
後
の
点
は
、
ナ
ポ
リ
資
金
六
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
の
帰
属
と
流
用

で
あ
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
は
、「
同
資
金
は
国
王
名
で
の
受
領
書
に
よ

り
受
け
取
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
国
王
の
資
金
で
あ
っ
て
、
王

太
后
の
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
財
務
顧
問
会
議
で

の
報
告
に
お
い
て
、
恒
常
的
に
同
資
金
が
財
政
状
況
書
の
中
に
見

込
ま
れ
て
い
た
」
と
し
て
、
一
五
一
七
年
六
月
一
日
お
よ
び
一
五

二
一
年
六
月
六
日
の
財
政
状
況
書
を
証
拠
と
し
て
示
し
た
。
一
方
、

王
太
后
側
は
「
同
資
金
は
、
王
か
ら
自
分
に
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
、

サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
が
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
」
と
主
張
し
た
が
、
彼

女
の
主
張
を
裏
付
け
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ジ
ャ

ッ
ク
は
「
そ
の
資
金
に
つ
い
て
は
、
王
太
后
の
命
に
よ
り
一
五
二

一
年
四
月
十
日
か
ら
十
二
月
二
日
の
間
に
当
時
戦
時
財
務
官
で
あ

っ
た
メ
グ
レ
に
八
九
万
リ
ー
ヴ
ル
を
支
払
っ
た
」
と
陳
述
し（
た
）
139

。

　

六
月
十
八
日
、
特
別
監
査
委
員
会
は
ジ
ャ
ッ
ク
が
提
出
し
て
い

た
「
王
と
王
太
后
二
人
の
合
算
勘
定
報
告
書
」
で
な
く
、「
王
と

王
太
后
の
個
別
勘
定
報
告
書
」
と
「
一
五
二
二
年
二
月
末
の
国
王

支
払
命
令
書
の
明
細
と
現
在
の
状
況
書
」
の
提
出
を
命
じ
た
。
彼

は
抵
抗
し
た
が
、
結
局
、
王
と
王
太
后
の
個
別
勘
定
報
告
書
を
二
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十
三
日
に
提
出
し
た
。

　

王
の
勘
定
と
分
離
し
た
王
太
后
個
人
の
勘
定
報
告
書
で
は
、
ア

ン
ボ
ワ
ー
ズ
城
の
王
太
后
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
改
装
費
二
三
万
リ
ー

ヴ
ル
が
王
太
后
の
負
担
に
修
正
さ
れ
た
。
彼
女
の
個
人
勘
定
の
収

入
が
一
六
万
リ
ー
ヴ
ル
、
支
出
が
五
万
三
千
リ
ー
ヴ
ル
、
現
金
残

高
が
一
〇
万
七
千
リ
ー
ヴ
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、
支
出
が
二
八
万

三
千
リ
ー
ヴ
ル
と
な
り
、
一
二
万
三
千
リ
ー
ヴ
ル
の
支
出
超
過
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
金
残
高
一
〇
万
七
千
リ
ー
ヴ
ル
は
ジ
ャ
ッ

ク
に
よ
り
既
に
国
事
に
流
用
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ジ
ャ
ッ
ク
に
対

す
る
債
権
（
最
終
的
に
は
王
に
対
す
る
債
権
）
が
一
〇
万
七
千

リ
ー
ヴ
ル
あ
る
も
の
の
、
改
装
費
二
三
万
リ
ー
ヴ
ル
は
ジ
ャ
ッ
ク

に
対
す
る
債
務
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
王
の
勘
定
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
に
対
す
る
債
務
一
五
七
万
四

千
リ
ー
ヴ
ル
の
う
ち
、
王
太
后
の
負
担
と
な
っ
た
改
装
費
二
三
万

リ
ー
ヴ
ル
を
減
じ
る
と
一
三
四
万
四
千
リ
ー
ヴ
ル
と
な
る
。
ま
た

一
五
二
二
年
二
月
末
王
令
後
の
王
と
ジ
ャ
ッ
ク
の
間
の
融
資
と
返

済
の
状
況
は
、
新
規
融
資
が
二
七
万
九
千
リ
ー
ヴ（
ル
）
140

、
返
済
さ
れ

た
債
務
が
六
六
万
三
千
リ
ー
ヴ（
ル
）
141

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
加
減
す
る

と
、
王
の
ジ
ャ
ッ
ク
に
対
す
る
債
務
は
ナ
ポ
リ
資
金
を
含
め
九
六

万
リ
ー
ヴ
ル
と
な
る
。
修
正
後
の
貸
借
に
対
し
、
ル
イ
ー
ズ
の
代

理
人
か
ら
ア
ン
ボ
ワ
ー
ズ
城
改
装
費
は
彼
女
が
負
担
す
る
も
の
で

は
な
く
、
ナ
ポ
リ
資
金
は
彼
女
に
帰
属
す
る
と
の
異
議
申
し
立
て

や
、
そ
の
後
の
事
務
手
続
き
等
で
の
応
酬
が
あ
り
、
よ
う
や
く
九

月
二
十
四
日
に
審
議
は
終
了
し
た
。
王
か
ら
督
促
要
請
が
あ
っ
た

が
、
結
論
が
で
た
の
は
翌
一
五
二
五
年
一
月
二
十
七
日
で
あ
っ
た
。

　

監
査
委
員
会
の
結
論
は
、「
勘
定
は
王
と
王
太
后
を
分
離
し
て

処
理
さ
れ
る
べ
き
こ
と
」、「
ナ
ポ
リ
資
金
は
王
太
后
の
勘
定
と
す

べ
き
こ
と
」
を
除
き
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
主
張
お
よ
び
彼
が
提
出
し
た

証
拠
書
類
の
正
当
性
を
大
筋
で
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
王
と
王

太
后
の
勘
定
の
分
離
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ボ
ワ
ー
ズ
城
改
装
費
を

国
王
勘
定
に
算
入
し
て
お
り
、
矛
盾
し
た
結
論
で
あ
っ
た
が
、
結

果
と
し
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
は
王
に
対
し
一
一
九
万
リ
ー
ヴ
ル
（
ア
ン

ボ
ワ
ー
ズ
城
改
装
費
二
三
万
リ
ー
ヴ
ル
を
含
む
一
五
七
万
四
千

リ
ー
ヴ
ル
か
ら
、
既
に
返
済
さ
れ
た
六
六
万
三
千
リ
ー
ヴ
ル
を
減

算
し
、
一
五
二
二
年
二
月
以
降
の
新
規
融
資
二
七
万
九
千
リ
ー
ヴ

ル
を
加
算
）
の
債
権
を
有
し
、
王
太
后
に
対
し
て
は
流
用
し
た
彼

女
の
個
人
資
産
一
〇
万
七
千
リ
ー
ヴ
ル
と
彼
女
の
資
金
と
判
定
さ

れ
た
ナ
ポ
リ
資
金
六
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
の
債
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　

こ
の
結
論
は
ジ
ャ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
不
利
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
王
太
后
の
資
金
一
〇
万
七
千
リ
ー
ヴ
ル
と
ナ
ポ
リ
資
金
六
〇

万
リ
ー
ヴ
ル
に
つ
い
て
は
、
国
王
が
彼
に
債
務
を
返
済
す
れ
ば
何
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ら
問
題
は
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。

四
．
人
脈
崩
壊

　

一
五
二
三
年
か
ら
一
五
二
五
年
の
間
に
、
な
お
ジ
ャ
ッ
ク
は
職

務
を
遂
行
し
続
け
て
い
た
が
、
地
位
を
保
つ
う
え
で
重
要
な
資
産

で
あ
る
人
脈
を
失
っ
て
い
く
。

（
一
）
国
王
・
王
太
后
・
王
族

　

一
五
二
一
年
春
以
降
、
国
王
の
資
金
要
求
に
な
か
な
か
応
え
ら

れ
な
い
ジ
ャ
ッ
ク
は
、
国
王
と
王
太
后
の
信
頼
を
失
っ
て
い
き
、

特
に
王
太
后
の
個
人
資
産
一
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
余
の
王
国
財
政
へ
の

流
用
が
訴
追
の
決
定
打
と
な
っ
た
。
王
太
后
が
財
務
官
僚
に
不
信

感
を
持
っ
た
の
と
同
様
、
国
王
自
身
も
一
五
二
二
年
八
月
二
日
付

け
の
書（
簡
）
142

で
ジ
ャ
ッ
ク
に
「（
略
）
貴
殿
が
約
束
し
た
金
額
を
期

限
内
に
間
違
い
な
く
供
給
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。
も
し
余
と

ア
ル
バ
ニ
公
の
事
業
が
そ
の
た
め
に
失
敗
し
た
ら
貴
殿
の
責
任
を

問
う
。
こ
れ
以
上
は
騙
さ
れ
な
い
と
臣
下
に
話
す
で
あ
ろ
う
」
と

伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
一
五
二
三
年
六
月
に
「
王
は
も
う
騙
さ
れ

な
い
と
言
っ
た
」
と
、
ル
ネ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
が
ギ
ヨ
ー
ム
・

モ
ン
モ
ラ
ン
シ
に
書
い
て
い（
る
）
143

。

　

王
と
ル
イ
ー
ズ
以
外
の
王
族
と
、
ジ
ャ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
な
関

係
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
王
の
姉
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
の
財
産

管
理
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
長
男
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
が
行
っ

て
い
た
。
一
五
二
三
年
ジ
ャ
ッ
ク
の
失
脚
が
決
定
的
と
な
っ
た
時

期
の
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
か
ら
彼
へ
宛
て
た
書（
簡
）
144

が
あ
る
。
彼
女
は

「
王
太
后
は
、
良
き
奉
仕
者
に
対
し
て
不
満
を
見
せ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
貴
卿
は
最
も
良
き
奉
仕
者
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

（
不
満
を
見
せ
た
こ
と
は
）
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
」「
説
明
す
る

た
め
に
王
太
后
を
訪
ね
た
い
と
貴
卿
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
王
に

も
っ
と
尽
く
す
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
」「
伯
父
（
大

侍
従
ル
ネ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
）
は
、
兄
弟
の
た
め
に
す
る
よ
う

に
、
大
変
心
の
こ
も
っ
た
手
紙
を
王
太
后
と
私
に
書
い
て
き
ま
し

た
が
、
王
太
后
は
王
に
会
っ
た
う
え
で
返
事
を
す
る
と
、
伯
父
に

伝
え
る
よ
う
私
に
命
じ
ま
し
た
」「
そ
の
間
、
貴
卿
は
心
配
せ
ず
、

し
っ
か
り
お
仕
え
な
さ
い
。
王
太
后
ほ
ど
良
き
主
人
は
い
な
い
と

貴
卿
は
分
か
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
大
変
親
切
な
手
紙
を
出
し

て
い
る
。
同
じ
時
期
に
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
甥
で
あ
る
モ
ー
司
教
ギ

ヨ
ー
ム
・
ブ
リ
ソ
ネ
に
対
し
て
、
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
は
、「
王
も
王

太
后
も
彼
の
不
名
誉
に
な
る
こ
と
は
何
も
し
ま
せ（
ん
）
145

」
と
書
い
て

い
る
が
、
彼
女
は
そ
の
後
何
ら
の
行
動
を
起
こ
し
て
は
い
な
い
。

　

ま
た
、
王
太
后
の
兄
ル
ネ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
と
ジ
ャ
ッ
ク
の

関
係
は
、
一
四
八
九
年
以
来
の
融
資
取
引
が
あ
る
他（
に
）
146

、
ル
ネ
は
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ジ
ャ
ッ
ク
の
甥
ジ
ャ
ン
・
ル
ゼ
の
パ
リ
高
等
法
院
評
定
官
職
購
入

を
助
力（
し
）
147

、
一
五
二
一
年
十
二
月
に
は
遺
言
書
を
修
正
し
、
ジ
ャ

ッ
ク
を
遺
産
執
行
人
に
選
任
し
て
い（
る
）
148

。
ル
ネ
が
王
国
財
政
面
で

の
所
謂 «tuteur»

（
後
見
人
）
で
あ
り
、
ジ
ャ
ッ
ク
を «bon 

père»

と
呼
ん
で
い
る
こ
と
を
評
価
し
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
が
、

二
人
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ル
ネ
の
パ
ヴ
ィ
ア
で

の
戦
死
に
よ
り
擁
護
す
る
王
の
親
族
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
も
ジ

ャ
ッ
ク
に
と
り
不
利
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
二
）
重
臣
・
政
府
高
官
・
財
務
官
僚

　

重
臣
、
政
府
高
官
、
財
務
官
僚
と
ジ
ャ
ッ
ク
と
の
関
係
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
重
臣
の
中
で
は
、
ル
ネ
・

ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
の
前
任
の
「
財
政
後
見
人
」
で
あ
っ
た
大
侍
従

ア
ル
テ
ュ
・
グ
フ
ィ
エ
と
の
関
係
は
大
変
良
好
で
あ
っ
た
が
、
彼

も
一
五
一
九
年
に
死
去
し
て
い
た
。
そ
の
他
の
重
臣
と
の
関
係
を

示
す
史
料
は
少
な
い
が
、
彼
が
重
臣
た
ち
に
資
金
を
融
通
し
て
い

た
こ
と
は
推
測
で
き（
る
）
149

。
例
え
ば
ア
ル
テ
ュ
・
グ
フ
ィ
エ
の
弟
ギ

ヨ
ー
ム
・
グ
フ
ィ
エ
は
一
五
一
七
年
ジ
ャ
ッ
ク
か
ら
一
万
リ
ー
ヴ

ル
を
借
り
入
れ
、
二
十
二
年
に
は
債
務
残
高
が
一
万
七
千
リ
ー
ヴ

ル
で
あ
っ（
た
）
150

。
一
五
二
一
年
八
月
に
彼
が
提
案
し
た
「
危
機
対
応

組
織
」
設
置
案
は
、
専
門
的
知
見
を
最
大
限
に
利
用
す
べ
く
「
補

助
財
源
担
当
」
に
は
パ
リ
会
計
院
長
ジ
ル
・
ベ
ル
ト
ロ
を
、「
そ

の
他
財
源
担
当
」
に
は
ジ
ャ
ッ
ク
を
あ
て
、
ル
ネ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ

ォ
ワ
が
彼
等
の
上
位
者
と
し
て
管
掌
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
が
ジ
ャ
ッ
ク
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
重
臣
の

中
で
は
、
大
法
官
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
デ
ュ
プ
ラ
が
財
務
官
僚
に
よ

る
財
政
運
営
に
対
し
厳
し
い
目
を
注
い
で
い（
た
）
151

。
デ
ュ
・
ベ
レ
イ

は
「
サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
卿
が
受
け
て
い
る
恩
寵
と
彼
の
財
政
に
関
す

る
権
限
を
、
大
法
官
デ
ュ
プ
ラ
は
長
い
間
嫉
妬
し
て
い
た
」
と
回

顧
録
に
書
い
て
い（
る
）
152

が
、
デ
ュ
プ
ラ
だ
け
で
な
く
同
じ
よ
う
に
考

え
て
い
た
廷
臣
が
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま

た
『
パ
リ
の
住
人
の
日
記
』
に
は
「
一
五
二
四
年
二
月
王
は
ジ
ャ

ッ
ク
・
ボ
ー
ヌ
の
勘
定
を
監
査
す
る
よ
う
命
じ
た
」「
ボ
ー
ヌ
は

王
に
多
額
の
借
入
金
返
済
を
請
求
し
た
。
彼
は
多
く
の
（
不
動

産
）
を
購
入
し
、
特
に
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
レ
ー
グ
ル
の
土
地
を
、

王
に
背
い
て
皇
帝
側
に
逃
げ
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
男
爵
パ
ン
テ
ィ

エ
ー
ヴ
ル
殿
か
ら
八
万
エ
キ
ュ
で
購
入
し
て
い
た
の
で
、
王
と
顧

問
た
ち
は
驚
愕
し
た
」
と
の
記
述
が
あ（
る
）
153

ほ
ど
だ
。

　

彼
の
同
僚
で
あ
る
財
務
官
僚
た
ち
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
ジ
ャ
ッ
ク
は
、
姻
戚
で
あ
る
ブ
リ
ソ
ネ
家
と
の
つ

な
が
り
と
自
ら
の
力
で
財
務
関
連
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

り
上
げ
た
が
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
外
れ
た
者
、
横
領
等
の
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不
正
を
働
き
そ
の
罪
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
者
、
そ
し
て
彼
へ
の
王

族
の
恩
恵
、
彼
の
権
力
と
富
に
嫉
妬
す
る
者
た
ち
は
、
ル
イ
ー

ズ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
の
指
嗾
に
の
り
、
彼
の
失
脚
に
関
与
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
初
代
貯
蓄
国
庫
財
務
官
兼
臨
時
収
入
徴
収
役
に
任
命
さ
れ

た
フ
ィ
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ブ
は
王
太
后
の
信
任
が
厚
く
、
ブ
リ
ソ

ネ
／
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
し
敵
意
を
持（
ち
）
154

、
ジ

ャ
ッ
ク
追
い
落
と
し
に
一
役
買
っ
た
と
言
わ
れ（
る
）
155

。
ま
た
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
総
収
税
官
ギ
ヨ
ー
ム
・
プ
ル
ド
ム
は
財
務
官
僚
監
査
の
対

象
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
五
二
四
年
七
月
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

財
務
総（
官
）
156

に
昇
進
し
、
さ
ら
に
証
憑
を
提
出
し
な
い
た
め
特
別
監

査
委
員
会
が
召
喚
し
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
一
五
二
五
年
五
月
、

摂
政
で
あ
っ
た
王
太
后
は
彼
を
貯
蓄
国
庫
財
務
官
に
就
任
さ
せ（
た
）
157

。

彼
ら
は
ブ
リ
ソ
ネ
／
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
と
の
姻
戚
関
係
も
な
く
、
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
外
に
い
た
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
特
別
監
査
委
員
会
で
ル

イ
ー
ズ
の
代
理
人
と
な
っ
た
ラ
ン
ベ
ー
ル
・
メ
グ
レ
は
、
一
五
一

六
年
十
月
か
ら
一
五
二
二
年
二
月
ま
で
四
年
半
に
わ
た
り
戦
時
財

務（
官
）
158

で
あ
っ
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
か
ら
の
資
金

を
受
取
る
側
の
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
叔
母
が
ジ
ャ

ッ
ク
の
亡
妹
の
夫
と
結
婚
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
・
プ
レ
ヴ
ォ
は
、
ジ

ャ
ッ
ク
の
遠
い
姻
戚
に
あ
た（
り
）
159

、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
・
フ
ラ
ン
ス
財

務
官
兼
財
務
秘
書
官
付
き
事
務
官
、
ラ
ン
グ
ド
イ
ル
総
収
税
官
付

の
事
務
官
、
国
王
秘
書
、
戦
時
財
務
官
に
就
く
な
ど
職
歴
を
重
ね

た
財
務
官
僚
で
あ
り
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
補
佐
役
で
あ
っ
た
と
い
う（
説
）
160

も
あ
る
。
彼
と
ジ
ャ
ッ
ク
の
資
金
の
や
り
取
り
は
多
く
、
ジ
ャ
ッ

ク
の
金
融
取
引
実
態
を
把
握
し
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
プ
レ

ヴ
ォ
自
身
が
不
正
を
働
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
プ
レ
ヴ
ォ
は

未
決
済
取
引
の
清
算
が
済
ん
で
い
な
い
と
口
実
を
つ
け
て
証
憑
書

類
の
提
出
を
せ
ず
、
監
査
を
遅
ら
せ
て
い
た
が
、
彼
も
王
太
后
に

よ
り
ギ
ュ
ィ
エ
ン
ヌ
財
務
総
官
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
特
別

監
査
委
員
会
は
彼
に
禁
固
刑
を
言
い
渡
し
た
が
、
王
太
后
は
彼
を

釈
放
さ（
せ
）
161

、
告
訴
人
と
し
て
利
用
し
た
。

　

国
王
、
王
太
后
の
信
頼
喪
失
、
後
ろ
盾
に
な
る
重
臣
の
死
亡
、

そ
し
て
彼
の
派
閥
に
属
さ
な
い
財
務
官
僚
や
近
し
か
っ
た
者
ら
の

裏
切
り
に
よ
り
、
彼
の
失
脚
は
加
速
さ
れ
た
。

第
三
節　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
逮
捕
と
裁
判

　

特
別
監
査
の
結
論
言
い
渡
し
か
ら
わ
ず
か
一
月
半
後
の
一
五
二

五
年
二
月
二
十
五
日
、
パ
ヴ
ィ
ア
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
軍
は
皇
帝

軍
に
敗
れ
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
自
身
が
捕
虜
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

マ
ド
リ
ー
ド
に
幽
閉
さ
れ
た
国
王
の
解
放
交
渉
が
成
立
し
、
フ
ラ



十
六
世
紀
前
半
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
王
国
財
政
の
転
機

）

五
九　
（
五
〇
三

ン
ソ
ワ
一
世
が
釈
放
さ
れ
た
の
は
、
翌
年
三
月
十
七
日
で
あ
る
。

帰
国
後
王
は
ま
ず
重
要
役
職
の
人
事
刷
新
を
行
い
、
パ
ヴ
ィ
ア
の

戦
い
と
そ
の
後
の
捕
囚
時
代
に
苦
労
を
と
も
に
し
た
人
物
、
あ
る

い
は
自
分
に
近
し
い
人
物
を
登
用
し
た
。
捕
囚
時
代
の
側
近
で
あ

っ
た
シ
ャ
ボ
・
ド
ゥ
・
ブ
リ
オ
ン
を
、
空
位
と
な
っ
て
い
た
フ
ラ

ン
ス
提
督
（am

iral de France

）
な
ら
び
に
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
国

王
総
代
官
（lieutenant général du roi en Bourgogne

）
に
、

親
友
で
あ
る
フ
ロ
ラ
ン
ジ
ュ
領
主
の
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
ゥ
・
ラ
マ
ル

ク
三
世
を
元
帥
（m

aréchal
）
に
、
そ
し
て
ア
ン
ヌ
・
ド
ゥ
・

モ
ン
モ
ラ
ン
シ
を
パ
ヴ
ィ
ア
で
戦
死
し
た
ル
ネ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ

ワ
の
後
任
の
大
侍
従
に
任
命
し（
た
）
162

。
対
外
的
に
は
一
五
二
六
年
五

月
二
十
二
日
皇
帝
に
対
抗
す
べ
く
教
皇
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
イ
ア
と
コ
ニ

ャ
ッ
ク
同
盟
を
結
成
し
た
。

　

一
方
、
王
国
財
政
の
責
務
か
ら
は
ず
れ
て
い
た
ジ
ャ
ッ
ク
は
、

こ
の
間
も
ト
ゥ
ー
ル
総
督
の
仕
事
を
続（
け
）
163

、
ま
た
自
分
の
債
権
者

と
交
渉
し（
て
）
164

、
王
を
含
む
債
務
者
か
ら
融
資
金
を
回
収
す
べ
く
動

い
て
い（
た
）
165

。
一
五
二
六
年
央
、
王
太
后
に
よ
り
救
済
さ
れ
た
ジ
ャ

ン
・
プ
レ
ヴ
ォ
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
訴
追
を
画
策
し
て
い
る
と
の
噂

が
流
れ（
た
）
166

。

一
．
逮
捕

　

一
五
二
六
年
十
一
月
か
ら
パ
リ
に
来
て
い
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド

ゥ
・
ボ
ー
ヌ
は
、
翌
年
一
月
十
三
日
滞
在
先
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ボ

ナ
コ
ル
シ
ィ
宅
で
逮
捕
さ
れ
、
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
に
投
獄
さ
れ
た
。

「
同
日
彼
の
財
産
は
差
し
押
さ
え
ら
れ
、
財
産
調
べ
が
行
わ
れ
た
」、

「
ジ
ャ
ン
・
プ
レ
ヴ
ォ
が
ル
ー
ヴ
ル
獄
に
収
監
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
偽
装
で
、
告
訴
人
は
彼
で
あ
る
」
と
『
パ
リ
の
住
人
の
日

記
』
は
書
い
て
い（
る
）
167

。
同
時
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
下

僚
で
あ
る
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
ゥ
・
フ
ラ
ン
と
ジ
ャ
ン
・
グ
エ
レ
、
さ

ら
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
銀
行
家
ロ
ベ
ー
ル
・
ア
ル
ビ
ッ
ス
も
逮
捕

さ
れ
た
。
リ
ヨ
ン
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ

た
ト
マ
・
ガ
ダ
ー
ニ
ュ
一
世（
は
）
168

、
連
座
を
恐
れ
、
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン

に
逃
亡
し
た
。

　

本
事
案
を
取
り
扱
う
法
廷
は
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
五

二
三
年
に
設
置
さ
れ
た
財
務
官
僚
特
別
監
査
委
員
会
が
一
月
二
十

二
日
に
予
備
審
問
を
開
始
し（
た
）
169

。
三
月
五
日
に
は
「
被
告
人
に
属

す
る
現
金
・
指
輪
・
金
銀
宝
石
の
装
身
具
・
食
器
・
書
簡
・
契
約

書
・
書
類
・
家
具
を
隠
匿
し
て
い
る
者
は
十
五
日
以
内
に
届
け
出

る
こ
と
」
と
の
王
令
が
出
さ（
れ
）
170

、
五
月
十
五
日
に
は
「
裁
判
管
轄

の
抗
弁
を
破
棄
し
、
被
告
の
い
か
な
る
特
権
も
無
視
し
て
よ
い
」

と
の
王
の
意
思
が
監
査
委
員
会
に
伝
え
ら（
れ
）
171

、
翌
十
六
日
に
は
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「
パ
リ
高
等
法
院
首
席
検
事
の
リ
ス
ト
に
あ
る
商
人
お
よ
び
銀
行

家
た
ち
の
書
類
・
商
業
日
誌
・
帳
簿
を
押
収
せ
よ
」
と
の
王
令
が

出
さ（
れ
）
172

、
ジ
ャ
ッ
ク
の
所
有
と
見
な
さ
れ
る
財
産
へ
の
立
ち
入
り

監
査
が
行
わ
れ
た
。
同
二
十
六
日
、
本
事
案
を
裁
く
判
事
が
任
命

さ
れ
た
。
ジ
ャ
ッ
ク
を
裁
く
こ
の
法
廷
は
、
重
要
な
案
件
を
裁
く

た
め
に
王
が
任
命
す
る
委
員
（com

m
issaire

）
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
特
別
法
廷
で
あ（
り
）
173

、
パ
リ
高
等
法
院
第
一
院
長
ジ
ャ
ン
・
ド

ゥ
・
セ
ル
ヴ
ェ
、
ト
ゥ
ル
ー
ズ
高
等
法
院
長
ジ
ャ
ッ
ク
・
ミ
ニ
ュ
、

ル
ー
ア
ン
高
等
法
院
長
ジ
ャ
ン
・
ブ
リ
ノ
ン
、
訴
願
審
査
官
ア
ン

ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
ド
ゥ
・
フ
ロ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
大
評
定
院
か
ら
の

二
名
の
評
定
官
、
パ
リ
高
等
法
院
か
ら
の
三
名
の
評
定
官
、
そ
し

て
パ
リ
会
計
院
か
ら
の
二
名
の
監
査
官
か
ら
成
る
質
量
と
も
に
大

規
模
な
判
事
団
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

二
．
罪
状
と
判
決　

　

サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
裁
判
の
公
式
裁
判
記
録
は
、
従
者
ジ
ャ
ン
・
グ

エ
レ
の
陳
述
書
を
除
き
、
残
存
し
て
い
な
い
が
、
ア
ル
セ
ナ
ル
国

立
公
文
書
館
に
あ
る
「
サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
訴
追（
状
）
174

」
の
全
二
十
五
条

の
尋
問
事
項
か
ら
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
容
は
王
令
を

誤
ら
せ
る
虚
偽
あ
る
い
は
戦
場
へ
の
戦
費
未
着
と
い
う
重
要
事
項

か
ら
書
類
改
竄
ま
で
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
に

七
項
目
に
分
類
で
き
よ
う
。

　

第
一
に
一
五
二
二
年
二
月
二
十
八
日
の
支
払
王
令
に
計
上
さ
れ

た
取
引
を
四
つ
の
条
文
で
告
発
し
て
い
る
。
王
と
王
太
后
か
ら
預

託
さ
れ
た
資
金
を
流
用
し
た
こ
と
（
第
一
条
）、
会
計
官
へ
の
資

金
供
給
が
現
金
で
な
い
決
済
手
段
も
使
わ
れ
、
現
金
化
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
（
第
一
条
、
第
二
条
）、
ま
た
王
に
融
資
し
て
い

な
い
資
金
お
よ
び
既
に
返
済
を
受
け
た
資
金
を
一
五
二
二
年
二
月

末
の
支
払
王
令
か
ら
減
額
し
て
い
な
い
こ
と
（
第
十
一
条
、
第
二

十
五
条
）
を
挙
げ
、
一
五
二
五
年
一
月
に
監
査
委
員
会
が
す
で
に

結
論
を
だ
し
て
い
る
問
題
を
蒸
し
返
し
て
い
る
。

　

第
二
が
、
軍
事
費
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
。
ま
ず
、
送
金
し
た

と
彼
が
王
に
言
明
し
た
軍
事
費
が
イ
タ
リ
ア
戦
線
に
到
着
し
な
か

っ
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
（
第
十
一
条
）。
ま
た
商
人
サ
ル
ヴ

ィ
ア
テ
ィ
と
の
武
器
と
糧
食
な
ど
の
軍
事
品
購
入
取
引
に
お
い
て

ジ
ャ
ッ
ク
が
独
断
で
価
格
を
設
定
し
た
こ
と
、
ま
た
賄
賂
を
受
け

取
っ
た
こ
と
（
第
七
条
）
お
よ
び
商
人
ボ
ナ
コ
ル
シ
ィ
と
の
兵
器

取
引
に
お
い
て
決
済
金
額
以
上
の
金
額
で
契
約
書
に
署
名
し
、
支

払
っ
て
い
る
こ
と
を
告
発
し
て
い
る
（
第
十
六
条
）。

　

第
三
に
国
王
の
た
め
に
借
入
れ
た
資
金
と
利
息
の
受
け
払
い
が

問
題
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
イ
タ
リ
ア
人
商
人
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
サ

ル
ヴ
ィ
ア
テ
ィ
お
よ
び
王
の
侍
医
ミ
ロ
ン
の
女
婿
フ
ォ
ル
テ
ィ
ア
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と
の
真
実
で
な
い
取
引
に
つ
い
て
領
収
書
を
偽
造
し
た
こ
と
（
第

四
条
）、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
法
官
ト
マ
ス
・
ウ
ル
ジ
か
ら
資
金
を

受
領
し
な
が
ら
王
へ
の
報
告
を
怠
っ
た
こ
と
（
第
五
条
）、
リ
ヨ

ン
の
イ
タ
リ
ア
人
商
人
ロ
ベ
ー
ル
・
ア
ル
ビ
ッ
ス
あ
て
に
偽
造
領

収
書
を
作
成
し
た
こ
と
（
第
八
条
）、
さ
ら
に
リ
ヨ
ン
の
イ
タ
リ

ア
人
商
人
か
ら
の
利
息
領
収
書
で
の
不
実
記
載
（
第
十
二
条
）
お

よ
び
利
息
収
受
の
疑
問
点
（
第
十
三
条
、
第
十
四
条
）
と
取
引
の

詳
細
に
立
ち
入
っ
た
追
及
が
な
さ
れ
た
。

　

第
四
に
戦
時
財
務
官
ジ
ャ
ン
・
プ
レ
ヴ
ォ
と
の
取
引
に
お
け
る

疑
問
点
で
あ
る
。
利
息
帳
簿
の
改
竄
（
第
三
条
）、
プ
レ
ヴ
ォ
と

の
間
で
の
融
資
明
細
書
に
虚
偽
の
日
付
と
事
実
で
な
い
記
載
が
あ

る
こ
と
（
第
九
条
）
お
よ
び
プ
レ
ヴ
ォ
か
ら
融
資
金
受
領
書
を
交

付
さ
れ
な
が
ら
、
王
の
侍
医
ミ
ロ
ン
と
そ
の
女
婿
フ
ォ
ル
テ
イ（
ア
）
175

に
自
署
し
た
融
資
契
約
書
を
渡
し
て
い
る
こ
と
が
追
及
さ
れ
た

（
第
十
条
）。

　

第
五
に
王
と
王
太
后
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
。
ま
ず
王
太
后
の

資
産
管
理
に
関
連
し
て
、
彼
女
の
所
有
す
る
不
動
産
の
帳
簿
を
不

動
産
管
理
人
の
死
後
に
持
出
し
、
作
り
か
え
、
改
竄
し
た
こ
と

（
第
十
五
条
）、
資
金
を
会
計
官
か
ら
受
領
し
て
い
な
が
ら
、
王
太

后
か
ら
指
示
さ
れ
た
食
器
製
作
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
（
第
十
七

条
）、
王
太
后
の
印
璽
の
管
理
を
正
し
く
行
わ
な
か
っ
た
こ
と

（
第
十
八
条
）、
ル
ネ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
に
王
太
后
の
了
解
を
得

ず
に
彼
女
の
資
金
を
渡
し
た
こ
と
（
第
十
九
条
）
を
訴
状
は
指
弾

し
て
い
る
。
さ
ら
に
王
お
よ
び
王
太
后
の
物
品
購
入
に
際
し
、
彼

が
王
に
偽
造
領
収
書
の
署
名
を
さ
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
異
例
な
業

務
取
扱
を
糾
弾
し
て
い
る
（
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
）。

　

第
六
は
ジ
ャ
ッ
ク
の
親
族
と
従
者
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
。
ま

ず
彼
が
甥
ジ
ャ
ン
・
ル
ゼ
の
高
等
法
院
評
定
官
職
購
入
に
際
し
購

入
資
金
を
横
領
し
た
こ
と
（
第
六
条
）、
ま
た
官
職
者
で
な
い
従

者
ド
ゥ
・
フ
ラ
ン
に
国
王
資
金
を
取
り
扱
わ
せ
た
こ
と
（
第
二
十

条
）
お
よ
び
従
者
ア
ン
ト
ワ
ン
ヌ
・
ロ
ジ
ェ
リ
に
収
税
官
の
俸
給

を
支
払
っ
た
こ
と
（
第
二
十
二
条
）
の
罪
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
最
後
に
、
収
納
し
た
税
金
を
横
領
し
て
即
位
前
の
王
と
王
太

后
へ
の
彼
の
融
資
金
を
回
収
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
さ
ら
に

彼
ら
か
ら
資
金
を
受
領
し
た
こ
と
（
第
二
十
四
条
）
を
訴
状
は
追

及
し
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
は
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
条
文
ご
と

に
弁
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
要
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず

ナ
ポ
リ
資
金
と
王
太
后
の
資
金
以
外
に
、
彼
は
一
切
の
流
用
は
行

っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
も
王
の
事
業
の
た
め
に
一
五
二
一
年
に
使

用
し
、
か
つ
王
と
王
太
后
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
彼
は

断
固
と
し
て
反
論
し
た
（
第
一
条
）。
さ
ら
に
一
五
二
二
年
二
月



史
　
　
　
学
　
第
八
七
巻
　
第
四
号

）

六
二　
（
五
〇
六

末
の
支
払
王
令
の
基
と
な
っ
た
申
告
に
間
違
い
は
な
い
と
述
べ

（
第
二
十
五
条
）、
会
計
官
た
ち
と
の
資
金
の
や
り
取
り
に
使
用
さ

れ
た
現
金
以
外
の
支
払
手
段
の
現
金
化
は
会
計
官
の
職
務
で
あ
る

と
非
難
し
て
い
る
（
第
二
条
）。

　

第
二
の
イ
タ
リ
ア
戦
線
へ
の
戦
費
の
送
金
に
つ
い
て
は
、
三
回

に
わ
た
り
合
計
三
二
万
リ
ー
ヴ
ル
を
現
地
に
い
た
戦
時
財
務
官
メ

グ
レ
あ
る
い
は
そ
の
部
下
ト
ゥ
ア
ー
ル
に
送
金
し
た
こ
と
を
、
金

額
と
送
金
の
相
手
方
の
名
前
を
具
体
的
に
挙
げ
て
、
反
論
し
て
い

る
（
第
十
一
条
）。
ま
た
軍
事
物
資
購
入
に
つ
い
て
は
、
バ
ブ
財

務
官
も
同
席
の
う
え
取
引
を
し
た
。
業
者
か
ら
の
贈
り
も
の
で
価

格
を
決
め
た
こ
と
は
な
い
し
、
贈
与
を
受
け
た
こ
と
も
な
く
、
サ

ル
ヴ
ィ
ア
テ
ィ
の
言
は
信
用
で
き
な
い
。
さ
ら
に
先
王
た
ち
の
治

世
で
は
、
財
務
総
官
た
ち
が
共
同
で
あ
る
い
は
一
人
で
購
入
交
渉
、

取
引
を
行
っ
て
い
た
と
ま
で
言
っ
て
い
る
（
第
七
条
）。
第
十
六

条
で
指
摘
さ
れ
た
取
引
に
つ
い
て
は
、
購
入
兵
器
の
前
線
ま
で
の

運
搬
お
よ
び
引
渡
ま
で
の
リ
ス
ク
は
売
り
手
で
あ
る
ボ
ナ
コ
ル
シ

ィ
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
ボ
ナ
コ
ル
シ
ィ
の
利
益
が

大
き
く
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
分
か
っ
た
時
点
で
、
王
の

た
め
に
減
額
交
渉
し
た
が
、
結
果
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
弁
明
し

て
い
る
。

　

第
三
の
リ
ヨ
ン
の
イ
タ
リ
ア
人
商
人
か
ら
の
借
入
資
金
と
利
息

受
け
払
い
に
つ
い
て
は
、
取
引
を
偽
っ
た
わ
け
で
な
く
、
商
人
・

銀
行
家
の
取
引
に
お
い
て
は
貸
手
の
名
前
を
出
さ
ず
に
融
資
す
る

こ
と
は
商
慣
習
と
し
て
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り

（
第
四
条
）、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
法
官
ウ
ル
ジ
か
ら
の
資
金
は
王
に

関
係
す
る
取
引
で
は
な
い
の
で
報
告
す
る
義
務
は
な
い
と
述
べ
て

い
る
（
第
五
条
）。
さ
ら
に
領
収
書
の
偽
造
は
行
っ
た
こ
と
は
な

く
、
む
し
ろ
ア
ル
ビ
ッ
ス
の
言
を
信
ず
べ
き
で
は
な
い
し
（
第
八

条
）、
王
か
ら
支
払
わ
れ
た
利
息
は
す
べ
て
真
の
融
資
者
に
支
払

っ
て
い
る
と
反
論
し
た
（
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
）。

　

第
四
の
プ
レ
ヴ
ォ
と
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
利
息
帳
簿
の
改
竄

は
プ
レ
ヴ
ォ
が
行
っ
た
こ
と
で
、
自
分
が
帳
簿
の
修
正
を
指
示
し
、

そ
の
結
果
は
王
の
利
益
と
な
っ
た
（
第
三
条
）
と
答
え
、
第
十
条

に
つ
い
て
は
ミ
ロ
ン
と
フ
ォ
ル
テ
ィ
ア
と
の
融
資
契
約
書
に
よ
り

自
分
は
プ
レ
ヴ
ォ
の
保
証
人
と
な
っ
た
の
だ
と
陳
述
し
た
。
し
か

し
第
九
条
の
融
資
明
細
書
は
、
そ
の
時
点
で
は
自
分
の
資
金
も
な

く
、
借
入
で
き
る
だ
け
の
信
用
も
な
く
、
プ
レ
ヴ
ォ
の
強
い
要
望

に
よ
り
、
実
行
し
て
い
な
い
融
資
明
細
書
に
署
名
し
た
こ
と
は
認

め
た
が
、
王
に
何
ら
の
損
害
も
与
え
て
い
な
い
と
弁
明
し
て
い
る
。

　

第
五
の
王
太
后
の
資
産
管
理
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
物
件
の
メ

モ
程
度
で
あ
っ
た
書
類
を
、
王
太
后
の
指
示
に
よ
り
帳
簿
の
形
式

に
つ
く
り
か
え
た
も
の
で
あ
り
（
第
十
五
条
）、
食
器
製
造
の
資
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金
は
プ
レ
ヴ
ォ
に
渡
し
て
い
た
の
で
食
器
は
製
造
さ
れ
た
も
の
と

考
え
て
い
た
（
第
十
七
条
）、
さ
ら
に
ル
ネ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ

へ
の
支
払
は
王
太
后
か
ら
の
贈
与
で
あ
り
（
第
十
九
条
）、
印
璽

は
故
サ
ン
リ
ス
司
教
が
死
去
ま
で
保
管
し
、
王
太
后
の
命
令
ど
お

り
溶
解
し
た
（
第
十
八
条
）
と
各
条
項
に
明
確
に
弁
明
し
て
い
る
。

王
と
王
太
后
の
購
入
品
支
払
に
関
す
る
指
弾
に
対
し
て
は
、
王
お

よ
び
王
太
后
の
娯
楽
費
の
支
払
は
、
特
に
命
令
さ
れ
た
時
を
除
き
、

自
分
は
関
与
し
て
い
な
い
（
第
二
十
一
条
）
と
し
、
ま
た
王
と
王

太
后
の
命
に
よ
り
ミ
ラ
ノ
や
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
か
ら
購
入
し
た
物
品
の

支
払
を
自
分
が
行
っ
た
場
合
に
、
自
分
で
領
収
書
を
作
成
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
物
品
は
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
何
ら
問

題
も
な
く
、
王
に
は
何
の
損
害
も
与
え
て
い
な
い
（
第
二
十
三

条
）
と
し
て
い
る
。

　

第
六
の
親
族
、
従
者
の
行
為
に
関
す
る
告
発
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
に
陳
述
し
た
。
ま
ず
甥
の
高
等
法
院
評
定
官
職
購
入
に
つ
い

て
は
、
ル
ネ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
が
王
に
要
望
し
実
現
し
た
も
の

で
、
資
金
に
つ
い
て
も
王
が
了
解
し
て
い
た
事
項
で
あ
る
（
第
六

条
）。
従
者
に
王
の
資
金
を
扱
わ
せ
た
件
に
つ
い
て
は
、
王
の
資

金
で
な
く
自
分
の
金
を
扱
わ
せ
た
の
で
あ
り
（
第
二
十
条
）、
ま

た
従
者
に
収
税
官
の
俸
給
を
支
払
っ
た
と
す
る
追
及
（
第
二
十
二

条
）
に
は
、「
自
分
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
っ
た

く
知
ら
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
。
さ
ら
に
最
後
の
税
収
の
横
領
に

つ
い
て
は
、
即
位
前
の
王
と
ル
イ
ー
ズ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
へ
の

融
資
金
は
親
族
や
友
人
の
資
金
で
あ
り
、
横
領
は
行
っ
て
い
な
い
。

自
分
の
権
限
で
は
総
収
税
官
や
収
税
官
を
使
わ
ず
に
資
金
を
得
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
徴
税
し
、
王
の
資
金
管
理
を
す
る
の
は
彼
ら

の
任
務
で
あ
る
と
陳
述
し
た
（
第
二
十
四
条
）。

　

彼
の
陳
述
か
ら
見
え
る
こ
と
は
、
自
分
の
行
為
は
す
べ
て
王
あ

る
い
は
王
太
后
の
指
示
や
命
令
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
自
分
の
と

っ
た
行
動
は
王
の
利
益
に
な
り
こ
そ
す
れ
損
害
は
与
え
て
い
な
い

こ
と
、
そ
し
て
緊
急
時
に
お
い
て
最
大
限
の
努
力
に
よ
り
多
額
の

資
金
を
調
達
し
王
国
の
窮
状
を
救
っ
て
き
た
の
は
自
分
で
あ
る
と

の
強
い
自
負
で
あ
る
。

　

彼
は
自
分
の
陳
述
の
正
当
性
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
王
へ
の
奉

仕
と
財
政
へ
の
貢
献
を
考
え
、
自
分
が
極
刑
判
決
を
受
け
る
と
は

全
く
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
八
月
九
日
「
国
王
財

政
に
お
け
る
窃
取
、
詐
欺
、
背
任
、
横
領
、
お
よ
び
不
適
切
管
理

に
よ
り
断
罪
し
、
こ
れ
ら
の
罪
を
償
う
た
め
す
べ
て
の
栄
誉
と
身

分
を
剥
奪
し
絞
首
刑
に
処
す
る
。
ま
た
三
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
を
王
へ

の
損
害
と
し
て
償
還
し
そ
の
金
額
を
控
除
し
た
後
、
す
べ
て
の
動

産
不
動
産
を
没
収
す（
る
）
176

」
と
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
。

　

ジ
ャ
ッ
ク
は
王
に
嘆
願
状
を
提
出
し
た
。
嘆
願
状
は
、
王
へ
の



史
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過
去
の
献
身
と
自
身
の
無
罪
を
訴
え
、
妻
と
息
子
へ
の
憐
み
を
求

め
た
う
え
、
最
後
に
王
へ
の
融
資
金
を
返
済
し
て
ほ
し
い
と
の
言

葉
で
終
わ
っ
て
い（
る
）
177

。
し
か
し
ア
ミ
ア
ン
に
い
た
王
は
既
に
八
月

五
日
に
は
パ
リ
奉
行
に
あ
て
て
死
刑
執
行
命
令
を
発
行
し（
て
）
178

お
り
、

八
月
十
二
日
に
パ
リ
・
モ
ン
フ
ォ
ー
コ
ン
処
刑
場
で
ジ
ャ
ッ
ク
の

絞
首
刑
が
執
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

結　

論

　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
生
涯
を
と
お
し
て
、
フ
ラ
ン
ソ

ワ
一
世
治
世
初
期
の
フ
ラ
ン
ス
王
国
財
政
の
変
化
を
見
て
き
た
。

　

彼
は
何
故
極
刑
に
処
せ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
フ
ラ
ン

ソ
ワ
一
世
が
お
か
れ
た
状
況
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
何
よ
り
も
ま
ず
国
王
威
信
の
揺
ら
ぎ
と
王
権
の
顕
示
で
あ

る
。
パ
ヴ
ィ
ア
の
戦
い
に
敗
れ
、
カ
ー
ル
五
世
の
捕
虜
と
し
て
マ

ド
リ
ー
ド
で
幽
閉
生
活
を
送
っ
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
は
、
一
五
二

六
年
三
月
十
七
日
に
マ
ド
リ
ー
ド
条
約
署
名
と
王
子
二
人
を
身
代

わ
り
の
人
質
と
す
る
こ
と
で
釈
放
さ
れ
た
。
マ
ド
リ
ー
ド
条
約
に

よ
っ
て
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
、
ミ
ラ
ノ
、
ナ
ポ
リ
の
放
棄
、
フ
ラ
ン

ド
ル
お
よ
び
ア
ル
ト
ワ
の
宗
主
権
譲
渡
が
約
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は

屈
辱
的
な
も
の
で
あ
り
、
国
王
の
権
威
を
顕
示
す
る
こ
と
が
フ
ラ

ン
ソ
ワ
一
世
に
と
り
急
務
で
あ
っ
た
。

　

一
五
二
七
年
七
月
二
十
四
日
、
王
は
親
裁
座
を
開
催
し
、
マ
ド

リ
ー
ド
条
約
に
課
せ
ら
れ
た
諸
条
件
の
拒
否
と
一
五
二
三
年
に
離

反
し
カ
ー
ル
五
世
の
も
と
に
走
っ
た
大
元
帥
（connétable

）
ブ

ル
ボ
ン
公
シ
ャ
ル
ル
に
対
し
最
終
判
決
を
下
し
た
。
ブ
ル
ボ
ン
公

は
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
に
よ
り
大
元
帥
に
任
命
さ
れ
、
マ
リ
ニ

ャ
ー
ノ
の
戦
い
で
功
績
を
あ
げ
た
が
、
ミ
ラ
ノ
方
面
軍
指
揮
官
を

解
任
さ
れ
、
一
五
二
一
年
に
は
北
東
部
前
線
指
揮
官
に
ア
ラ
ン
ソ

ン
公
が
任
命
さ
れ
る
な
ど
、
疎
ん
じ
ら
れ
た
と
し
て
不
満
を
抱（
き
）
179

、

さ
ら
に
一
五
二
一
年
四
月
に
死
去
し
た
妻
ス
ザ
ン
ナ
の
遺
産
相
続

を
ス
ザ
ン
ナ
の
従
姉
妹
に
あ
た
る
王
太
后
ル
イ
ー
ズ
と
フ
ラ
ン
ソ

ワ
一
世
が
強
く
要
求
し
た
こ
と
か（
ら
）
180

、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
と
袂
を

分
か
っ
て
カ
ー
ル
五
世
の
許
に
走
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ボ
ン

公
は
、
カ
ー
ル
五
世
の
総
司
令
官
と
し
て
イ
タ
リ
ア
侵
攻
の
指
揮

を
と
っ
て
い
た
が
、
一
五
二
七
年
五
月
六
日
ロ
ー
マ
で
す
で
に
戦

死
し
て
い
た
。
最
終
判
決
は
、
大
逆
罪
お
よ
び
反
乱
罪
に
よ
り
貴

族
位
剥
奪
、
ブ
ル
ボ
ン
公
領
の
王
国
併
合
、
個
人
資
産
没
収
で
あ

っ
た
。

　

こ
の
親
裁
座
に
お
い
て
、
司
法
へ
の
国
王
の
介
入
に
不
満
を
持

つ
パ
リ
高
等
法
院
長
の
一
人
シ
ャ
ル
ル
・
ギ
ヤ
ー
ル
は
「
王
は
異

端
と
戦
い
、
新
し
い
官
職
を
つ
く
ら
ず
、
公
的
任
務
の
売
官
を
抑

制
さ
れ
る
よ
う
に
」
と
勧
告
し
、
さ
ら
に
「
我
々
は
聖
な
る
も
の
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で
あ
る
王
権
に
疑
問
を
呈
し
た
り
、
議
論
し
た
り
す
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
い
な
が
ら
、
最
後
に
「
国
王
は
で
き
る
こ
と

す
べ
て
を
望
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
正
し
く
、
公
正
な
こ
と
す
な

わ
ち
正
義
の
み
を
行
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
」
と
発
言（
し
）
181

、
フ
ラ
ン

ソ
ワ
一
世
は
激
怒
し
た
と
い
う
。
そ
の
二
週
後
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド

ゥ
・
ボ
ー
ヌ
に
対
し
死
刑
判
決
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ッ

ク
へ
の
厳
し
い
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
に
い
れ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ビ
コ
ッ
カ
お
よ
び
パ
ヴ
ィ
ア
で
の
敗
戦
に
つ
い
て
も
、
戦
費
不

足
の
問
題
、
特
に
財
務
官
僚
に
よ
る
不
正
問
題
が
付
き
ま
と
っ
た
。

ビ
コ
ッ
カ
の
敗
戦
に
つ
い
て
は
、
資
金
未
着
が
訴
因
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る（
が
）
182

、
一
五
二
五
年
の
パ
ヴ
ィ
ア
の
戦
い
で
は
戦
時
財
務

官
ス
ピ
フ
ァ
ム
が
横
領
の
罪
で
投
獄
さ
れ（
た
）
183

。
財
務
官
僚
に
よ
る

不
正
が
敗
戦
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
貴
族
や
廷
臣
の
不
満
を
和

ら
げ
る
た
め
に
も
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
が
必
要
と
な
り
、
財
務
官
僚

の
長
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク
が
そ
の
対
象
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　

フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
に
と
り
、
豊
富
な
軍
事
費
を
持
つ
た
め
に
は
、

財
源
の
拡
大
だ
け
で
な
く
、
横
領
・
不
正
の
疑
い
の
あ
る
財
務
官

僚
を
追
放
し
て
、
新
し
い
財
務
官
僚
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
が
急

務
で
あ
り
、
制
度
改
革
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド

ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
処
刑
が
妥
当
と
考
え
た
。
彼
の
処
刑
後
、
財
務
官

註（1
）　

ル
ネ
・
ゲ
ル
ダ
ン
（
辻
谷
泰
志
訳
）『
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
』（
国

書
刊
行
会
、
二
〇
一
四
）、
一
八
〇
頁
よ
り
引
用
、
一
部
加
筆
し
た
。

な
お
マ
ロ
に
は
も
う
一
篇
「
不
幸
な
富
豪　

サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
領
主

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
殿
の
哀
歌
」
と
題
さ
れ
た
富
と
栄
光

を
詠
ん
だ
詩
が
あ
る
が
、
マ
ロ
の
同
情
は
庇
護
者
で
あ
っ
た
王
姉

マ
ル
グ
リ
ッ
ト
（
一
四
九
二
―
一
五
四
二
年
）
の
心
情
を
反
映
し

た
も
の
と
の
説
も
あ
る
。Cf. M

arot , Œ
uvres com

plètes I, 
Paris, 2007, p. 593.

（
2
）　

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
フ
ィ
エ
ロ
（
鹿
島
茂
訳
）『
パ
リ
歴
史
事

典
』（
白
水
社
、
二
〇
一
一
）、
二
二
七
―
二
二
八
頁
参
照
。
モ
ン

フ
ォ
ー
コ
ン
で
処
刑
さ
れ
た
財
務
官
僚
と
し
て
後
述
の
三
名
に
加

え
、
ル
イ
十
世
の
財
務
官
（trésorier

）
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
ゥ
・

ラ
・
ゲ
ッ
ト
と
シ
ャ
ル
ル
四
世
の
財
務
官
ピ
エ
ー
ル
・
ル
ミ
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

僚
に
対
す
る
訴
追
は
そ
の
後
約
十
年
続
く
こ
と
に
な
り
、
一
五
二

三
年
の
財
務
行
政
改
革
は
そ
の
後
一
五
四
六
年
ま
で
新
た
な
王
令

に
よ
り
修
正
さ
れ
つ
つ
継
続
さ
れ
た
。
王
領
財
政
・
課
税
財
政
が

一
本
化
さ
れ
、「
王
家
家
産
」
会
計
か
ら
「
王
国
」
財
政
へ
向
か

っ
て
変
身
し
、
財
政
運
営
は
財
務
官
僚
か
ら
国
王
顧
問
会
議
へ
と

移
行
し
た
。
一
五
二
〇
年
代
は
フ
ラ
ン
ス
王
国
財
政
に
と
り
大
き

な
転
換
期
で
あ
り
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
ヌ
の
処
刑
は
そ
の

転
換
を
加
速
す
る
大
き
な
事
件
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
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樺
山
紘
一
『
パ
リ
と
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
』（
人
文
書
院
、
一
九
九

〇
）、
一
二
八
―
一
四
五
頁
参
照
。

（
4
）　

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
グ
ネ
（
佐
藤
彰
一
・
畑
奈
保
美
訳
）『
オ
ル
レ

ア
ン
大
公
暗
殺
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
）、
二
七
一
―
二
九
〇

頁; L. M
erlet, Biographie de Jean de M

ontague, Grand 
m

âitre de France 

（1350-1409

）, Bibliothèque de l’ école 
des charetes, t. 13, Paris, 1852, pp. 248-284.

（
5
）　

山
瀬
善
一
『
百
年
戦
争
』（
教
育
社
、
一
九
八
六
）、
二
三
〇
頁

参
照
。

（
6
）　

財
政
史
研
究
に
必
要
な
数
字
が
記
録
さ
れ
た
関
係
史
料
が
パ
リ

会
計
院
の
火
事
（
一
七
三
七
年
、
一
七
七
六
年
）
お
よ
び
革
命

（
一
七
八
九
年
）
や
パ
リ
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
騒
乱
（
一
八
七
一
年
）
に

よ
り
消
失
し
て
お
り
、
数
字
に
基
づ
く
財
政
状
況
の
把
握
・
分
析

に
は
研
究
上
の
大
き
な
阻
害
要
因
が
存
在
す
る
こ
と
に
言
及
し
て

お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。Cf. A
. Guéry, Les finances de la 

m
onarcie française sous lʼancien Regim

e, A
nnales, t. 33,  

1978, no. 2, p. 217; M
. A

ntoine,  “A
vant propos”, in J. 

Félix, É
conom

ie et finances sous l’ A
ncien R

égim
e, G
uide 

du chercheur 1523-1789, Paris, 1994; 

堀
越
宏
一
「
十
四
世

紀
に
お
け
る
会
計
院
と
王
国
財
政
」
高
山
博
・
池
上
俊
一
編
『
宮

廷
と
広
場
』（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
二
）、
六
八
頁
を
参
照
。

（
7
）　M
. A

. Bailly, H
istoire financière de la France depuis 
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onarcie jusqu’ à la fin de 1786, Paris, 

1839.

（
8
）　J. J. C

lam
ageran,  H
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（
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. V
ühler,  H
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Paris, 1886.
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）　A
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m
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R
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（
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）　G. Jacqueton, “Le T
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（1523-1547
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evue historique, t. 55, pp. 1-43; t. 56, 
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（
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）　A

. Bonzon, La banque à Lyon aux X
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X
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III e siècle, Lyon, 1902-1903.

（
13
）　M

. V
igne,  La banque à Lyon du X
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V
III e siècle, 

Paris, 1903. 

（
14
）　R. D

oucet, L’ état des finances de 1523, Paris, 1923.
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15
）　R. D

oucet, Le grand parti de Lyon au X
V
I e siècle, 

Lyon, 1933; Finances m
unicipales à Lyon, Paris, 1937; La 

banque en France au X
V
I e siècle, Paris, 1948.

（
16
）　M

. W
oulfe,  T

he Fiscal System
 of R

enaissance France, 
London, 1972.

（
17
）　Com

ité pour lʼhistoire économ
ique et financière de la 

France: 

中
世
か
ら
現
代
ま
で
の
経
済
・
通
貨
・
金
融
・
産
業
に

お
け
る
国
家
の
役
割
と
歴
史
を
広
め
る
た
め
に
一
九
八
六
年
経

済
・
財
政
省
の
外
郭
団
体Institut de la gestion publique et 

développem
ent économ

ique

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

（
18
）　P. H

am
on, L

’ argent du roi, L
es finances sous 

François I er, Paris, 1994.

（
19
）　P. H

am
on, M

essieurs des finances, Les grands offi
ciers 
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de finance dans la France de la R
enaissance, Paris, 1999.

（
20
）　J. Félix, É

conom
ie et finances sous l’ A

ncien R
égim

e, 
G
uide du chercheur 1523- 1789, Paris, 1994.

（
21
）　P. Clèm

ent, T
rois dram

es historiques, E
nguerrand de 

M
arigny, Beaune de Sem

blançay, Le chevalier de R
ohan, 

Paris, 1857.

（
22
）　M

. A
. de Boislisle, “Sem

blançay et la surintendance 
des finances” , A

nnuaire-Bulletin de la sociètè de l’ histoire 
de France, t. 18. no. 2 , 1881.

（
23
）　P. Paris, É

tudes sur François Prem
ier, roi de France, 

sur sa vie privée et son règne, Paris, 1885.

（
24
）　A

. Spont, Sem
blançay 

（?- 1527 

）, La bourgeoisie fi-
nancière au début du X

V
I e siècle, Paris, 1895.

（
25
）　R. D

oucet,  É
tude sur le gouvernem

ent de François I er 
dans ses rapports avec le P

arlem
ent de P

aris, Paris, 
1921-1926.

（
26
）　

十
四
世
紀
の
税
制
に
つ
い
て
はA

. V
uitry, É

tudes sur le 
régim

e financier de la France avant la R
evolution de 

1789, 2  vols., Paris, 1883

と
、
特
に
堀
越
宏
一
「
十
四
世
紀
後

半
の
フ
ラ
ン
ス
王
国
に
お
け
る
租
税
制
度
の
成
立
」
渡
辺
節
夫
編

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
権
力
編
成
と
展
開
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
三
）
一
八
五
―
二
一
〇
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
27
）　

直
接
税
を
こ
れ
以
降
タ
イ
ユ
（taille

）
と
総
称
す
る
よ
う
に

な
る
。
タ
イ
ユ
は
割
当
税
（im

pôt de répartition

）
で
、
フ
ィ

リ
ッ
プ
四
世
治
世
で
は
資
産
あ
る
い
は
収
入
に
対
し
課
税
さ
れ
た

が
、
聖
職
者
、
貴
族
の
反
対
が
強
く
、
十
四
世
紀
に
は
定
率
課
税

（im
pôt de quotité

）
で
あ
る
戸
別
税
と
し
て
課
税
さ
れ
た
。

taille

の
邦
語
訳
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保
護
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割
税
、
人
頭
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タ
イ
ユ
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あ
る
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本
論
文
で
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タ
イ
ユ
と
記
述
す
る
。

（
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）　W
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）　aide
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領
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賦
課
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十

四
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紀
に
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課
税
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般
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特
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商
品
へ
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課
税
を
意
味
す
る
よ
う
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な
る
。
一
四
二
〇
年
代
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はaide
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商
品
税
で
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な
く
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助
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の
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で
使
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さ
れ
て
い
る
。

（
30
）　Clam

ageran, op. cit., t. 1, p. 473.

（
31
）　Ibid., p. 473.

（
32
）　Ibid., p. 475. 

な
お M

.W
oulfe 
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援
助
税
五
〇
万
リ
ー
ヴ

ル
と
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て
い
る
。Cf. M

. W
oulfe, op. cit., p. 29.

（
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）　Clam

ageran, op. cit., p. 475.

（
34
）　Ibid., p. 478.
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35
）　Ibid., pp. 477-479.
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36
）　Ibid., p. 487.

（
37
）　G. Jacqueton, D

ocum
ents relatifs à l’ adm

inistration fi-
nancière en France de Charles V

II à François I er

（1443-
1523

）, Paris, 1891, vi-xii.

（
38
）　Ibid., vx.

（
39
）　Ibid., p. 243. 

（
40
）　Spont,  Sem

blançay, p. 1.
（
41
）　Ibid., p. 2.

（
42
）　Ibid., p. 13, note 2 ; p. 14, note 1.

（
43
）　«Surintendant/Intendant»

と
い
う
用
語
は
、
ア
ン
ゲ
ラ

ン
・
ド
ゥ
・
マ
リ
ニ
ー
、
ジ
ャ
ン
・
ド
ゥ
・
モ
ン
テ
ギ
ュ
、
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ブ
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ネ
な
ど
財
政
に
お
い
て
特
別
権
限
を
有
す
る
者

に
対
し
使
わ
れ
た
が
、
官
職
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
は
十
六
世
紀

中
葉
ア
ン
リ
二
世
の
時
代
以
降
で
あ
る
。Cf. P. H

am
on, “A

ux 
origines des surintendance”, D

ictionnaires des surinten-
dants et des contrôleurs généraux des finances, Paris, 
2000, pp. 3-5.

（
44
）　

ブ
リ
ソ
ネ
家
は
、
そ
の
後
は
財
務
官
僚
と
し
て
で
は
な
く
、
宮

廷
内
の
高
官
あ
る
い
は
高
位
聖
職
者
と
し
て
活
躍
す
る
。
ギ
ヨ
ー

ム
の
息
子
の
一
人
が
モ
ー
司
教
ギ
ヨ
ー
ム
・
ブ
リ
ソ
ネ
二
世
（
一

四
七
〇
―
一
五
三
四
年
）
で
あ
る
。
彼
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
政
教
協
約

（
一
五
一
六
年
）
の
交
渉
に
か
か
わ
り
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
人
文
主
義
者
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
・
デ
タ
ー
プ
ル
の
庇
護

者
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の
姉
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
と
の
宗
教
的

交
流
で
知
ら
れ
る
。

（
45
）　

臨
時
に
ラ
オ
ル
・
ウ
ロ
が
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
と
ブ
ロ
ワ
の
財
務
総

官
に
、
ピ
エ
ー
ル
・
ダ
ペ
ス
テ
ギ
ィ
が
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
の
財
務
総

官
に
任
命
さ
れ
て
い
る
た
め
二
名
多
く
、
十
名
と
な
っ
て
い
る
。

（
46
）　Spont, Sem

blançay, p. 24.

（
47
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氏
名
、
役
職
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在
任
期
間
は
、H

am
on, M

essieurs des fi-
nances, pp. 443-460

に
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る
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（
48
）　Spont, Sem

blançay, p.  76 note 3.

（
49
）　Ibid., p. 76.

（
50
）　Ibid., p. 77.

（
51
）　Clam

ageran,  op.cit., t. 2, pp. 84-87.

（
52
）　O

rdonnances des rois de France, R
egne de François 

I
er 
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下O

.R
.F.

）, A
cadém

ie des sciences m
orales et 

politiques, Paris, 1902-1940, t. 2, no. 161.

（
53
）　Spont,  Sem

blançay, p. 86. 
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で
あ
る
ク
ロ
ー
ド
王
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の
結

婚
に
つ
い
て
、
王
妃
ア
ン
ヌ
は
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゥ
・
ル
ク
サ
ン

ブ
ー
ル
（
の
ち
の
カ
ー
ル
五
世
）
と
の
結
婚
を
、
国
王
ル
イ
十
二

世
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ダ
ン
グ
レ
ー
ム
（
の
ち
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一

世
）
と
の
結
婚
を
進
め
る
意
向
で
あ
っ
た
が
、
結
局
一
五
〇
六
年

五
月
二
十
一
日
ク
ロ
ー
ド
王
女
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
の
婚
約
が
成
立
し

た
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（
54
）　Ibid., p. 86.
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55
）　Ibid., pp. 95-96, note 6.
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56
）　Ibid., p. 98, note 5; p. 117.

（
57
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ジ
ャ
ッ
ク
が
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刑
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に
所
有
し
て
い
た
不
動
産
の
概
要
は
、
次
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と
お
り
で
あ
る
。
①
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ゥ
ー
ル
市
内
お
よ
び
近
郊
：
父
祖
か
ら

相
続
し
た
邸
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、
領
主
采
地
五
か
所
、
合
計
八
四
ア
ル
パ
ン
（
一

ア
ル
パ
ン
は
約
五
〇
ア
ー
ル
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牧
草
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、
可
耕
地
、
森
林
、
庭

園
、
橋
、
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車
な
ど
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②
ラ
カ
ル
テ
（
ト
ゥ
ー
ル
の
南
五
〇
キ

ロ
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城
主
領
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封
土
四
か
所
、
四
一
ア
ル
パ
ン
の
牧
草
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、
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八
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所
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③
モ
ン
リ
シ
ャ
ー
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ゥ
ー
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〇
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四
八
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あ
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担
保
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件
と
し
て
取

得
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園
と
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蔵
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作
地
四
か
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、
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地
一
〇
〇
ア
ル

パ
ン
、
水
車
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、
④
ル
イ
ー
ズ
・
ド
ゥ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
か
ら
贈

与
さ
れ
た
サ
ン
ブ
ラ
ン
セ
男
爵
領
（
ト
ゥ
ー
ル
の
北
西
四
〇
キ

ロ
）：
一
五
〇
ア
ル
パ
ン
の
小
作
地
、
葡
萄
畑
、
ア
ー
モ
ン
ド
畑
、

水
車
。Cf. Spont, Sem

blançay, pp. 9-11, 106-115, 239-241.
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ー
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、
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ボ
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あ
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述
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さ
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